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◉
歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

歳
入
の
う
ち
村
税
な
ど
の
自
主
財

源
が
全
体
の
18
．
6
%
に
と
ど
ま
り
、

こ
れ
ま
で
と
歳
入
構
造
は
変
わ
ら

ず
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
の
補
助
金
、

地
方
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
歳
入
の

大
部
分
を
占
め
る
状
況
で
す
。
各
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
補
助
金

や
有
利
な
地
方
債
を
活
用
し
、
こ
れ

ま
で
に
蓄
え
た
基
金
を
活
用
し
な
が

ら
の
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

【
村
税
】

令
和
元
年
度
の
決
算
見
込
み
等

に
係
る
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
な
ど
を
計
上
し
、
対
前
年
度
8
，

6
5
2
万
4
千
円
（
25
．
0
%
）
増
の

4
億
3
，
2
1
0
万
9
千
円
と
し
ま

し
た
。

【
繰
入
金
】

事
業
実
施
に
必
要
な
財
源
の
補

て
ん
の
た
め
、
財
政
調
整
基
金
4
，

9
3
1
万
4
千
円
を
繰

入
れ
る
こ
と
と
し
た
ほ

か
、
高
速
情
報
通
信
網

高
度
化
改
修
事
業
に

公
共
施
設
等
整
備
基
金

1
，3
0
0
万
円
の
繰
入

を
見
込
み
、
対
前
年
度

2
億
8
，5
0
9
万
3
千

円（
69
．
3
%
）
減
の

1
億
2
，6
4
1
万
円
と

し
ま
し
た
。

【
地
方
債
】

主
な
も
の
は
、
耐
震
性

防
火
水
槽
設
置
事
業
、橋

り
ょ
う
修
繕
事
業
、穂
高

広
域
施
設
組
合
ご
み
焼

却
施
設
整
備
負
担
金
及

び
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
事

業
等
の
財
源
と
し
て
過
疎

債
、ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
に
係
る
国

道
付
け
替
え
工
事
及
び

か
ら
算
定
し
、対
前
年
度
1
8
5
万

4
千
円（
0
．5
%
）増
の
4
億
1
2
9

万
2
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
地
方
交
付
税
】

普
通
交
付
税
の
算
定
に
あ
た
り
、

地
域
社
会
の
維
持
再
生
に
向
け
た
幅

広
い
施
策
に
自
主
的
・
主
体
的
に
取

り
組
む
た
め
の
経
費
と
し
て
、（
仮
称
）

地
域
社
会
再
生
事
業
費
が
新
た
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
料
無

償
化
に
係
る
地
方
負
担
額
が
交
付
税

で
措
置
さ
れ
る
こ
と
を
加
味
す
る
中

で
、過
大
な
積
算
に
な
ら
な
い
よ
う
に

考
慮
し
、対
前
年
度
7
，0
0
0
万
円

（
3
．4
%
）増
の
21
億
3
，0
0
0
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
国
庫
支
出
金
】

継
続
事
業
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ア
ク
セ
ス
道
路
補
助
金
や

新
筑
北
小
学
校
多
目
的
教
室
改
修

指
定
避
難
所（
公
民
館
）の
耐
震
改
修

事
業
等
の
財
源
と
し
て
合
併
特
例
債
、

小
中
学
校
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
整
備
事
業
の
財
源
と
し
て
学

校
教
育
施
設
等
整
備
事
業
債
を
発
行

す
る
こ
と
と
し
、
全
体
で
対
前
年
度

3
，
3
7
0
万
円（
6
．5
%
）
減
の

4
億
8
，1
5
0
万
円
と
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
予
算
の
状
況

令
和
2
年
度
予
算
が
議
会
3
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

一
般
会
計
の
予
算
状
況
（
主
な
も
の
）

〈
一
般
会
計
〉

予
算
総
額　

42
憶
９
，６
８
６
万
円

（
対
前
年
比
1
億
８
，８
８
４
万
円
減
）

4,296,860千円
（　）内構成比

歳入歳入歳入歳入

村税
401,292千円
(9.3%)

使用料・手数料
65,930千円 (1.5%)

繰入金
126,410千円(2.9%)

繰越金
50,000千円(1.2%)

財産収入・諸収入・寄付金
124,695千円(2.9%)

地方譲与税
60,800千円(1.4%)

その他交付等
102,454千円
(2.4%)

国庫支出金
432,109千円
(10.1%)

県支出金
288,306千円
(6.7%)

地方債
481,500千円
(11.2%)

地方交付税
2,130,000千円(49.6%)

分担金・負担金
33,364千円 (0.8%)

自主財源
801,691千円
(18.6%)

自主財源
801,691千円
(18.6%)

依存財源
3,495,169千円
(81.4%)

依存財源
3,495,169千円
(81.4%)
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◉
歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

歳
出
の
う
ち
義
務
的
経
費
で
は
、

地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施
行

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
非
正
規
職
員
の

立
場
で
あ
っ
た
職
員
も
一
般
職
の
地

方
公
務
員
と
し
て
身
分
保
障
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
報
酬
等
に
つ
い

て
も
物
件
費
と
し
て
区
分
さ
れ
て
い

た
も
の
が
人
件
費
に
区
分
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
人
件
費

が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

義
務
的
経
費
以
外
で
は
、
昨
年
度

の
災
害
の
発
生
や
避
難
所
開
設
に
お

け
る
反
省
点
を
踏
ま
え
、
避
難
所
等

の
防
災
拠
点
施
設
の
機
能
向
上
や
備

蓄
品
の
整
備
、
災
害
発
生
の
予
防
・

拡
大
防
止
を
目
的
と
し
た
河
川
の
整

備
等
の
防
災
・
減
災
に
係
る
事
業
及

び
新
筑
北
小
学
校
に
お
け
る
児
童
の

通
学
や
学
習
の
環
境
を
整
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入

や
旧
給
食
室
の
多
目
的
教
室
へ
の
改

修
等
の
教
育
に
係
る
事
業
を
重
点
事

業
と
し
予
算
を
配
分
し
た
ほ
か
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事

業
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
係
る
事

業
及
び
健
康
づ
く
り
の
促
進
に
係
る

事
業
等
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
実
施

す
る
よ
う
予
算
計
上
し
、『
自
然
に

恵
ま
れ
た
「
安
心
」
と
「
活
力
」
あ
ふ

れ
る
む
ら
』
の
創
造
を
実
現
す
る
た

め
の
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

【
人
件
費
】

退
職
者
補
充
を
最
小
限
に
抑

え
ま
し
た
が
、
歳
出
の
ポ
イ
ン

ト
で
記
載
し
た
と
お
り
制
度
の

改
正
に
よ
り
対
前
年
度
1
億
2
，

4
8
9
万
2
千
円
（
15
．
9
%
）
増

の
9
億
1
，
0
9
5
万
2
千
円
と
し

ま
し
た
。

【
普
通
建
設
事
業
費
】

普
通
建
設
事
業
費
の
主
な
事
業

は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

整
備
事
業
、
耐
震
性
防
火
水
槽
設

置
事
業
、
き
さ
さ
げ
荘
ボ
イ
ラ
ー

更
新
事
業
、
新
筑
北
小
学
校
多
目

的
教
室
整
備
事
業
、
指
定
避
難
所

の
耐
震
補
強
事
業
や
空
調
設
備
設

置
事
業
等
で
、
対
前
年
度
2
億
4
，

3
3
2
万
8
千
円
（
27
．
3
%
）
減

の
6
億
4
，
6
5
9
万
7
千
円
と
し

ま
し
た
。

【
災
害
復
旧
事
業
費
】

令
和
元
年
度
東
日
本
台
風
（
台

風
19
号
）
で
被
災
し
た
御
子
安
橋

復
旧
工
事
を
行
う
た
め
、
対
前
年

度
7
，
6
6
9
万
4
千
円
増
の
7
，

6
7
0
万
2
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

平
成
25
年
度
及
び
26

年
度
に
借
入
れ
を
行

っ
た
臨
時
財
政
対
策

債
の
繰
上
償
還
を
行

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
対

前
年
度
3
，
8
5
8
万

円
（
7
．
3
%
）
減
の

4
億
9
，0
8
5
万
1
千

円
と
し
ま
し
た
。

【
補
助
費
等
】

穂
高
広
域
施
設
組
合

が
行
う
ゴ
ミ
焼
却
施
設

整
備
工
事
に
係
る
負

担
金
の
増
加
等
に
よ

り
対
前
年
度
1
億
1
，

6
5
8
万
5
千
円
（
28
．

1
%
）
増
の
5
億
3
，

2
0
8
万
1
千
円
と
し

ま
し
た
。

【
繰
出
金
】

水
道
水
源
調
査

費
、
介
護
給
付
費
見

込
額
の
増
加
、
西
条
温
泉
と
く
ら

（
碧
館
）
へ
の
シ
ャ
ワ
ー
設
置
工

事
等
、
特
別
会
計
で
実
施
す
る
事

業
費
の
増
加
に
伴
い
対
前
年
度
6
，

2
4
5
万
2
千
円
（
11
．
3
%
）
増

の
6
億
1
，
3
2
9
万
7
千
円
と
し

ま
し
た
。

4,296,860千円
（　）内構成比

歳出歳出歳出歳出

人件費
910,952千円
 (21.2%)

扶助費
329,260千円
(7.7%)

物件費
577,656千円(13.4%)

災害復旧事業費
76,702千円(1.8%)

補助費
532,081千円(12.4%)

積立金
27,628千円(0.6%)

投資･出資･貸付金
250千円(0.0%)

繰出金
613,297千円(14.3%)

予備費
50,000千円(1.2%)

公債費
490,851千円(11.4%)

普通建設事業費
646,597千円(15.0%)

義務的経費
1,731,063千円
(40.3%)

義務的経費
1,731,063千円
(40.3%)

その他の経費
1,792,498千円
(41.7%)

その他の経費
1,792,498千円
(41.7%)

投資的経費
723,299千円
(16.8%)

投資的経費
723,299千円
(16.8%)

予備費
50,000千円
(1.2%)

予備費
50,000千円
(1.2%)

維持補修費
41,586千円(1.0%)
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《
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
》

介
護
給
付
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
対
前
年
度
4
3
2
万
円
増
の
8
億
7
，

0
2
4
万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。

《
と
く
ら
温
泉
施
設
特
別
会
計
》

合
宿
に
よ
る
翠
館
利
用
者
の
環
境
改
善
の
た

め
シ
ャ
ワ
ー
室
の
設
置
費
用
等
を
計
上
し
ま
し

た
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
設
置
事
業

の
完
了
に
よ
り
、
対
前
年
度
6
，
0
5
6
万
円

減
の
1
億
6
，
0
6
4
万
5
千
円
と
し
ま
し
た
。

《
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
》

安
心
・
安
全
な
飲
用
水
確
保
の
た
め
の
新
た

な
水
源
地
調
査
に
係
る
経
費
及
び
経
年
劣
化
の

著
し
い
本
管
布
設
替
え
工
事
の
経
費
を
計
上
し

た
こ
と
に
よ
り
対
前
年
度
8
，
5
2
6
万
8
千

円
増
の
2
億
4
，
2
3
1
万
4
千
円
と
し
ま
し

た《
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
》

道
路
上
に
設
置
さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
の

点
検
費
用
を
計
上
し
た
こ
と
や
筑
北
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴
い
汚
泥
処
理

費
用
が
上
昇
し
た
こ
と
等
に
よ
り
対
前

年
度
1
，
0
2
8
万
5
千
円
増
の
1
億
5
，

3
5
1
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
予
算
状
況
（
主
な
も
の
）

〈
特
別
会
計
〉（
12
会
計
）

予
算
総
額　

23
憶
3
，8
8
8
万
2
千
円

（
対
前
年
度
４
，２
６
７
万
２
千
円
増
）

総合計画の施策の大綱への取り組み（一般会計における主な事業）

【健康福祉の充実】
−地域と住民が支えあい、みんなが安心して暮らせるむらづくり− 単位：千円

高齢者予防接種事業
小児予防接種事業
風しん予防接種事業

疾病の発症、重症化、集団感染及び蔓延を予防するた
め、予防接種法に基づく予防接種を行います。 10,782

がん検診事業 早期発見、早期治療につなげるため、胃がん、肺がん、
乳がん及び子宮頸がんの検診を行います。 7,288

妊婦健診

乳児健診委託事業

妊娠中の健康管理や異常の早期発見・早期治療の徹底を
図り安全な分娩とゆとりをもった出産のための健康診査
を行います。
乳幼児の健康状態を確認し、心身の問題の早期発見・早
期治療による乳幼児の健康の保持・増進を図ります。

2,766

妊婦歯科検診
妊娠中の口内環境の悪化は胎児、母体にも影響があるた
め、適切な歯科検診や口内ケアのための検診を行いま
す。

80

地域生活支援事業
障がい者等が、自立した日常生活又は社会生活を営むこ
とができるよう、個々の特性にあったメニューを区分認
定によらず、村の判断により柔軟に行います。

8,172

デイサービスセンター施設
改修工事

利用者が快適に過ごせるよう老朽化した設備（ボイラー）の
改修を行います。 9,877

【生活環境の向上】
−快適な暮らしを支える生活基盤が充実したむらづくり− 単位：千円

（仮称）筑北スマートイン
ターチェンジ整備事業

高速道路が通過している利点をいかし、利便性の向上や
企業誘致を推進するため、早期供用開始に向けた事業を
行います。

199,694

防火水槽整備事業 水利メッシュでカバーができない地域に防火水槽の整備
を行い、地域の安全・安心の確保を図ります。 10,093
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【自然環境の保護】
−豊かな自然環境を守り、心安らぐ癒しのむらづくり− 単位：千円

穂高広域施設組合（処理施
設整備費）負担金

既存ごみ焼却施設の老朽化に伴い、新たなごみ処理施設
を整備するため、施設整備に係る費用の一部を負担しま
す。

191,784

太陽光発電システム設置補
助事業

脱化石エネルギーの推進とエネルギー自給率向上のた
め、太陽光発電システム設置費用の一部を補助します。 500

一般廃棄物処理手数料等激
変緩和措置事業

し尿及び合併浄化槽汚泥汲取り業務が民間業者に移行さ
れたことに伴う手数料上昇の激変緩和措置のため、その
一部を補助します。

1,143

松林健全化推進事業 松くい虫被害拡大防止のため、被害先端地の伐倒燻蒸処
理及び空中散布等を行います。 47,090

【産業の振興】
−観光・交流と農業を中心に独創性ある産業が育つむらづくり− 単位：千円

土地改良施設維持管理適正
化事業

優良農地の荒廃化を防ぐため、老朽化し破損や漏水の著
しい農業用水路の布設替えを行います。 20,343

農業水路等長寿命化事業 農業用用排水施設の整備に必要な調査、修繕計画の策定
を行います。 5,060

穀物等出荷奨励金
耕作放棄の防止や経営の安定化のため、そば、大豆、麦、
雑穀及びはぜ掛け米の出荷者に対して出荷奨励金の支給
を行います。

3,630

【教育・文化の充実】
−歴史と文化を継承し創造する心豊かな人を育むむらづくり− 単位：千円

新筑北小学校多目的教室整
備事業

旧給食室を図工室や地域に開かれたコミュニティースク
ールの活動場所等、多目的に活用ができる教室に整備し
ます。

35,860

スクールバス購入・運行委
託

小学校統合によるバス通学児童増加に対応するため、ス
クールバスを新規導入するほか、安全安心に通学及び校
外活動できるよう運行管理を委託します。

50,460

【住民参加・交流連携】
−住民が主体となった交流や連携のむらづくり− 単位：千円

協働事業支援金事業 地域の活力を生み出すため、区、常会及び住民団体等が
協働で取り組む事業の経費の一部を補助します。 1,000

指定避難所　公民館耐震化
事業

指定避難所（仁熊公民館）の耐震化を進め、地域住民の
安心・安全を図ります。 13,651

指定避難所等環境改善事業
防災拠点（筑北公民館、本城多目的ホール）の空調や
指定避難所の情報収集（テレビ受信環境等）の環境改善
を行います。

17,105

農業水路等防災減災等機能
発揮対策事業

集中豪雨や大型台風、地震などの自然災害による農業用
のため池等の決壊を想定した、ため池ハザードマップを
作成します。

4,800

5



令和２年度　筑北村一般会計・特別会計予算総括表
（単位：千円、％）

会　計　区　分 令和２年度
予算額

令和元年度
予算額 比較 前年度比

一　般　会　計 4,296,860 4,485,700 △ 188,840 △ 4.2

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

バ ス 事 業 34,893 31,762 3,131 9.9

国 民 健 康 保 険 627,728 626,198 1,530 0.2

国民健康保険診療所 448 666 △ 218 △ 32.7

後 期 高 齢 者 医 療 81,236 70,486 10,750 15.3

介 護 保 険 事 業 870,247 865,927 4,320 0.5

宅 地 造 成 事 業 5,875 5,877 △ 2 △ 0.0

と く ら 温 泉 施 設 160,645 221,205 △ 60,560 △ 27.4

差 切 峡 温 泉 施 設 28,907 31,829 △ 2,922 △ 9.2

冠 着 温 泉 施 設 66,433 74,535 △ 8,102 △ 10.9

簡 易 水 道 事 業 242,314 157,046 85,268 54.3

集 落 排 水 事 業 153,516 143,231 10,285 7.2

合 併 浄 化 槽 事 業 66,640 67,448 △ 808 △ 1.2

合 計 6,635,742 6,781,910 △ 146,168 △ 2.2
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4
月
5
日
に
本
城
多
目
的
ホ
ー
ル

に
お
い
て
筑
北
村
消
防
団
入
団
式
及

び
辞
令
交
付
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
た
に
5
名
の
新
入
団

員
を
迎
え
、
消
防
団
活
動
に
従
事
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

参
加
人
数
を
減
ら
し
実
施
し
ま
し
た

が
、
新
入
団
員
代
表
者
の
力
強
い
宣

誓
の
も
と
、
新
し
い
顔
ぶ
れ
に
頼
も

し
さ
を
感
じ
る
辞
令
交
付
式
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に
消
防
団
員
の
減

少
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
筑
北
村

で
は
昨
年
に
引
き
続
き
女
性
消
防
団

員
2
名
の
入
団
も
あ
り
、
昨
年
と
同

数
の
総
勢
2
0
1
名
（
内
女
性
9

名
）
で
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
団
員
の
減
少
が
防
げ
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
で
す
が
、
消
防
団
の
現
状

は
厳
し
く
、
村
民
数
の
減
少
に
伴
う

団
員
数
の
減
少
、
団
員
の
高
齢
化
等
、

万
一
の
災
害
時
に
お
け
る
消
防
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
団
員
の

確
保
が
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

近
年
は
火
災
だ
け
で
は
な
く
、
台

風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
自
然
災
害
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
活
動
は
、

火
災
の
消
火
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

男
性
の
み
な
ら
ず
、
女
性
の
皆
さ

ん
、
消
防
団
に
入
団
し
女
性
な
ら
で

は
の
視
点
で
地
域
を
守
る
活
動
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
?

ま
た
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
に
興
味
の
あ

る
方
も
是
非
入
団
し
て
消
防
ラ
ッ
パ

を
吹
い
て
み
ま
せ
ん
か
?

詳
し
く
は
お
近
く
の
消
防
団
員

又
は
総
務
課
総
務
係
（
☎
66
︲

2
1
1
1
）
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

◇
J
ア
ラ
ー
ト
放
送
に
つ
い
て

防
災
ラ
ジ
オ
に
よ
る
J
ア
ラ
ー
ト

放
送
の
開
始
を
4
月
下
旬
か
ら
と
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
都
合

に
よ
り
5
月
19
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

5
月
19
日
以
降
の
J
ア
ラ
ー
ト
放

送
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
と
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
放
送
さ
れ
、
告
知
放
送
端

末
か
ら
は
放
送
は
し
ま
せ
ん
。

◇
販
売
用
防
災
ラ
ジ
オ
の
予
約
受

付
第
2
弾
を
開
始
し
ま
す
。

防
災
ラ
ジ
オ
2
台
目
以
降
の
購

入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総
務
課

ま
た
は
各
支
所
窓
口
に
て
お
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

販
売
価
格　

8
，0
0
0
円
/
台

お
渡
し
時
期　

令
和
2
年
11
月

頃（
予
定
）

購
入
さ
れ
た
防
災
ラ
ジ
オ
の
修

繕
費
と
屋
外
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
が

必
要
な
場
合
の
設
置
費
用
は
、
別

途
ご
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
期
限　

令
和
2
年
6
月
30

日
◇
乾
電
池
の
備
え
の
お
願
い

防
災
ラ
ジ
オ
は
通
常
時
は
A
C

ア
ダ
プ
タ
電
源
で
起
動
し
て
い
ま

す
が
、
停
電
時
は
電
池
に
よ
る
起

動
と
な
り
ま
す
。

乾
電
池
の
み
で
連
続
使
用
し
た

場
合
、
約
9
時
間
で
電
池
切
れ
と

な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に

慌
て
な
い
た
め
に
、
予
備
の
乾
電

池
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課　

☎
66
‐
2
1
1
1

○停電・断線や電線にかかる倒木を発見した場合
中部電力　0120-985-232（24 時間年中無休）
※断線や電線にかかる倒木を発見した場合は、近くの電柱の電柱番号もあわせて通報していただくよう

お願いします。
○ NTT 電話の不通（故障）の場合

局番なしの 113　携帯電話からは 0120-444-113（24 時間年中無休）
○ケーブルテレビが映らない、インターネットが接続できない、ケーブルプラス電話の不通の場合

テレビ松本ケーブルビジョン　0120-40-1008（24 時間年中無休）

令
和
２
年
度

筑
北
村
消
防
団
入
団
式
及
び

辞
令
交
付
式

防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て

停電または電話（ＮＴＴ、ケーブルプラス電話）等の不通でお困り場合は
以下にお問い合わせをお願いします。
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令和２年４月１日現在

市
川
正

神
事
和
樹

局
長

山
田
隆
宣

企
画
財
政
課課

長

久
保
村
公
雄

宮

島

治

彦

中
条
ち
ひ
ろ

農

林

係

永
田
佳
奈
子

環

境

保

全

・

犬

の

登

録

兼

山
越
玲
彦

池
上
英
資

丸
山
一
幸

洞
圭
司

教 育 委 員 会 坂
井

窪

田

信

幸

会
計
管
理
者

髙
野
弥
寿
生

等
々
力
匠

課
長

上

下

水

道

係

観

光

課 課
長

課
長

支
配
人
事
務
取
扱

兼

中
澤
明
彦

産

業

課

山

田

充

彦

鈴
木
智
恵

林
ひ
ろ
み

吉
池
恵
美
子

宮
入
利
子

渡
辺
久
美

若
林
光
栄

升
田
一
博

窪
寺
信
子

障

が

い

児

者

支

援

・

児

童

福

祉

下
田
舞
・
宮
下
佳
捺

出

納

・

会

計

青
柳
壮
一

農

業

振

興

・

農

地

利

用

調

整

・

人

農

地

プ

ラ

ン

小
川
原
大
介

森

林

整

備

・

森

林

組

合

・

林

道

渡
辺
晃
一

野
口
翔
平

議

会

･

監

査

･

選

挙

書

記

公

民

館

本

城

・

体

協

・

ス

ポ

ツ

推

進

員

公

民

館

坂

井

・

文

化

財

・

公

運

審

柳
澤
和
子
・
宮
入
啓
栄
・
滝
澤
美
香

沖
龍
太
朗

企

画

財

政

係

総

務

係

課
長

花

岡

孝

芳

総

務

課

議
会
事
務
局

併

選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
事
務
局

坂

北

支

所

戸

籍

・

住

基

・

マ

イ

ナ

ン

バ

住

民

税

・

徴

収

丸
山
夏
美

山
岸
佳
子

花
岡
牧
彦

髙
山
正
義

民

生

児

童

委

員

会

・

生

活

保

護

・

人

権

鎌
田
直
樹

生

涯

学

習

係

こ

ど

も

支

援

係

中

澤

明

彦

直

接

支

払

・

加

工

施

設

・

有

害

鳥

獣

土

地

改

良

・

企

業

誘

致

・

農

地

災

害

宮
澤
善
孝

会

計

室

防

災

・

地

方

創

生

・

交

通

安

全

届

出

受

付

・

各

種

証

明

・

統

計

調

査

諸

税

・

駅

・

広

報

・

庶

務

消

防

・

地

域

交

通

･

私

学

・

防

犯

・

管

財

総
務
課
付

松
本
広
域
連
合
派
遣

公

民

館

坂

北

・

図

書

館

・

シ

ニ

ア

大

学

学

校

給

食

農

業

再

生

協

議

会

・

経

営

所

得

・

開

発

公

社

上

下

水

道

維

持

管

理

筑
北
ひ
ま
わ
り
保
育
園

行

政

・

人

事

・

条

例

・

区

長

会

公

会

計

・

財

政

計

画

・

総

合

計

画

総
務
課
付

長
野
県
派
遣

館

報

・

公

運

審

・

青

少

年

学

校

教

育

・

教

員

住

宅

子

育

て

支

援

セ

ン

タ

・

育

児

サ

ポ

ト

成

人

保

健

・

国

保

保

健

事

業

母

子

保

健

・

精

神

保

健

福

祉

ケ

ス

ワ

ク

・

成

年

後

見

地

籍

調

査

村　 長　　関 川 芳 男

住

民

係

が

ん

検

診

・

予

防

接

種

障

が

い

者

福

祉

児

童

館

・

放

課

後

児

童

健

全

育

成

事

業

児

童

館

・

放

課

後

児

童

健

全

育

成

事

業

子

育

て

支

援

セ

ン

タ

・

子

ど

も

子

育

て

支

援

社
会
就
労
セ
ン
タ

S
I
C
・
砂
防
・
治
水
・
各
期
成
同
盟
会

道
路
改
良
・
道
路
維
持
・
住
宅

松
下
佐
知
子

宮
澤
文
香
・
小
関
美
幸

上
下
水
道
・
公
営
企
業
戦
略
・
基
幹
改
良
事
業

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

・

介

護

予

防

介

護

保

険

・

高

齢

者

福

祉

農

業

委

員

会

･

農

地

法

・

担

い

手

横
山
弥
生

堀
内
克
美

和
田
芝
央

山
越
玲
彦

若
林
啓
子
・
宮
澤
み
よ

宮
下
聡

待
井
千
恵
・
若
林
み
や
子
・
堀
内
み
つ
枝

観

光

・

交

流

事

業

・

商

工

振

興

・

景

観

観

光

商

工

係

園
長

岩
田

妙
子

学

校

教

育

・

各

委

員

会

・

服

務

併

宮
下
聡
・

併

若
林
真
弓

併

鶴
田
光
河

学

校

給

食

筑

北

村

議

会

兼

洞
圭
司

寺
澤
奈
央

小
山
寿
康

学

校

教

育

・

ス

ク

ル

バ

ス

教
育
次
長

若
林
真
弓

花
岡
祐
子
・
河
野
真
由
美
・
宮
澤
裕
子

運

動

指

導

・

母

子

保

健

事

務

・

献

血

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

・

介

護

予

防

鶴
田
光
河

細
田
雅
義

観
光
課
所
管

窪
田
竜

浜
辺
篤
伸

所
長

玉
井
光
一

嶋
田
マ
ユ
ミ

渡
邉
安
子

栄

養

指

導

・

地

区

組

織

・

保

育

園

給

食

建

設

課

太
田
英
里

課
長

滝

澤

昭

文

住
民
福
祉
課

宮
坂
英
幸

宮
島
卓
也

吉
池
祐
一

鎌
田
康
治

青
島
彰

柳
澤
隆
徳

情

報

通

信

・

ネ

ト

ワ

ク

管

理

坂
井
保
育
園

届

出

受

付

・

各

種

証

明

・

庁

舎

管

理

兼

園
長

大
橋
き
よ
江

吉
池
浩

県
交
流
職
員

建

設

係

一

般

廃

棄

物

・

不

法

投

棄

国

民

健

康

保

険

・

消

費

者

行

政

起

債

・

施

設

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

夏

ま

つ

り

交

付

税

・

契

約

事

務

・

地

域

振

興

統
括
園
長

大
橋
き
よ
江

葦
沢
博
幸

洞
真
理
子

市
川
純
輝

清
水
飛
翔

予

算

決

算

・

空

き

家

対

策

・

移

住

定

住

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

・

介

護

予

防

福
祉
医
療
・
後
期
高
齢
者
・
児
童
手
当
・
国
民
年
金

滝
澤
梢

給

与

・

服

務

・

庶

務

固

定

資

産

税

・

ふ

る

さ

と

納

税

併

支
所
長

窪
田
信
幸

坂
井
支
所

教育長　　宮 下 敏 彦

保

健

福

祉

係

子

育

て

支

援

係

草
湯
温
泉
冠
着
荘

西
条
温
泉
と
く
ら

差
切
峡
温
泉
坂
北
荘

◆筑北村役場　（坂北支所及び坂井支所への電話は役場に転送されます。）
TEL （代表）66-2111

◆教育委員会事務局
TEL（こども支援係）67-1161

FAX66-3370（総務課・企画財政課・住民福祉課・会計室・議会事務局） （生涯学習係）67-2064
FAX66-3010（建設課・産業課・観光課） FAX 67-2170
○子育て支援センター TEL 66-2975 FAX 66-2988 ○筑北ひまわり保育園 TEL 66-2043 FAX 66-2123
○社会就労センター TEL 66-2322 FAX 66-3673 ○坂井保育園 TEL 67-2153 FAX 67-1403
○差切峡温泉坂北荘 TEL 66-2223 FAX 66-3246
○西条温泉とくら TEL 66-2114 FAX 66-2301
○草湯温泉冠着荘 TEL 67-2216 FAX 67-3813

筑
北
村
・
議
会
事
務
局
・
教
育
委
員
会
等
　
担
当
者
一
覧
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令和２年４月１日現在

市
川
正

神
事
和
樹

局
長

山
田
隆
宣

企
画
財
政
課課

長

久
保
村
公
雄

宮

島

治

彦

中
条
ち
ひ
ろ

農

林

係

永
田
佳
奈
子

環

境

保

全

・

犬

の

登

録

兼

山
越
玲
彦

池
上
英
資

丸
山
一
幸

洞
圭
司

教 育 委 員 会 坂
井

窪

田

信

幸

会
計
管
理
者

髙
野
弥
寿
生

等
々
力
匠

課
長

上

下

水

道

係

観

光

課 課
長

課
長

支
配
人
事
務
取
扱

兼

中
澤
明
彦

産

業

課

山

田

充

彦

鈴
木
智
恵

林
ひ
ろ
み

吉
池
恵
美
子

宮
入
利
子

渡
辺
久
美

若
林
光
栄

升
田
一
博

窪
寺
信
子

障

が

い

児

者

支

援

・

児

童

福

祉

下
田
舞
・
宮
下
佳
捺

出

納

・

会

計

青
柳
壮
一

農

業

振

興

・

農

地

利

用

調

整

・

人

農

地

プ

ラ

ン

小
川
原
大
介

森

林

整

備

・

森

林

組

合

・

林

道

渡
辺
晃
一

野
口
翔
平

議

会

･

監

査

･

選

挙

書

記

公

民

館

本

城

・

体

協

・

ス

ポ

ツ

推

進

員

公

民

館

坂

井

・

文

化

財

・

公

運

審

柳
澤
和
子
・
宮
入
啓
栄
・
滝
澤
美
香

沖
龍
太
朗

企

画

財

政

係

総

務

係

課
長

花

岡

孝

芳

総

務

課

議
会
事
務
局

併

選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
事
務
局

坂

北

支

所

戸

籍

・

住

基

・

マ

イ

ナ

ン

バ

住

民

税

・

徴

収

丸
山
夏
美

山
岸
佳
子

花
岡
牧
彦

髙
山
正
義

民

生

児

童

委

員

会

・

生

活

保

護

・

人

権

鎌
田
直
樹

生

涯

学

習

係

こ

ど

も

支

援

係

中

澤

明

彦

直

接

支

払

・

加

工

施

設

・

有

害

鳥

獣

土

地

改

良

・

企

業

誘

致

・

農

地

災

害

宮
澤
善
孝

会

計

室

防

災

・

地

方

創

生

・

交

通

安

全

届

出

受

付

・

各

種

証

明

・

統

計

調

査

諸

税

・

駅

・

広

報

・

庶

務

消

防

・

地

域

交

通

･

私

学

・

防

犯

・

管

財

総
務
課
付

松
本
広
域
連
合
派
遣

公

民

館

坂

北

・

図

書

館

・

シ

ニ

ア

大

学

学

校

給

食

農

業

再

生

協

議

会

・

経

営

所

得

・

開

発

公

社

上

下

水

道

維

持

管

理

筑
北
ひ
ま
わ
り
保
育
園

行

政

・

人

事

・

条

例

・

区

長

会

公

会

計

・

財

政

計

画

・

総

合

計

画

総
務
課
付

長
野
県
派
遣

館

報

・

公

運

審

・

青

少

年

学

校

教

育

・

教

員

住

宅

子

育

て

支

援

セ

ン

タ

・

育

児

サ

ポ

ト

成

人

保

健

・

国

保

保

健

事

業

母

子

保

健

・

精

神

保

健

福

祉

ケ

ス

ワ

ク

・

成

年

後

見

地

籍

調

査

村　 長　　関 川 芳 男

住

民

係

が

ん

検

診

・

予

防

接

種

障

が

い

者

福

祉

児

童

館

・

放

課

後

児

童

健

全

育

成

事

業

児

童

館

・

放

課

後

児

童

健

全

育

成

事

業

子

育

て

支

援

セ

ン

タ

・

子

ど

も

子

育

て

支

援

社
会
就
労
セ
ン
タ

S
I
C
・
砂
防
・
治
水
・
各
期
成
同
盟
会

道
路
改
良
・
道
路
維
持
・
住
宅

松
下
佐
知
子

宮
澤
文
香
・
小
関
美
幸

上
下
水
道
・
公
営
企
業
戦
略
・
基
幹
改
良
事
業

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

・

介

護

予

防

介

護

保

険

・

高

齢

者

福

祉

農

業

委

員

会

･

農

地

法

・

担

い

手

横
山
弥
生

堀
内
克
美

和
田
芝
央

山
越
玲
彦

若
林
啓
子
・
宮
澤
み
よ

宮
下
聡

待
井
千
恵
・
若
林
み
や
子
・
堀
内
み
つ
枝

観

光

・

交

流

事

業

・

商

工

振

興

・

景

観

観

光

商

工

係

園
長

岩
田

妙
子

学

校

教

育

・

各

委

員

会

・

服

務

併

宮
下
聡
・

併

若
林
真
弓

併

鶴
田
光
河

学

校

給

食

筑

北

村

議

会

兼

洞
圭
司

寺
澤
奈
央

小
山
寿
康

学

校

教

育

・

ス

ク

ル

バ

ス

教
育
次
長

若
林
真
弓

花
岡
祐
子
・
河
野
真
由
美
・
宮
澤
裕
子

運

動

指

導

・

母

子

保

健

事

務

・

献

血

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

・

介

護

予

防

鶴
田
光
河

細
田
雅
義

観
光
課
所
管

窪
田
竜

浜
辺
篤
伸

所
長

玉
井
光
一

嶋
田
マ
ユ
ミ

渡
邉
安
子

栄

養

指

導

・

地

区

組

織

・

保

育

園

給

食

建

設

課

太
田
英
里

課
長

滝

澤

昭

文

住
民
福
祉
課

宮
坂
英
幸

宮
島
卓
也

吉
池
祐
一

鎌
田
康
治

青
島
彰

柳
澤
隆
徳

情

報

通

信

・

ネ

ト

ワ

ク

管

理

坂
井
保
育
園

届

出

受

付

・

各

種

証

明

・

庁

舎

管

理

兼

園
長

大
橋
き
よ
江

吉
池
浩

県
交
流
職
員

建

設

係

一

般

廃

棄

物

・

不

法

投

棄

国

民

健

康

保

険

・

消

費

者

行

政

起

債

・

施

設

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

夏

ま

つ

り

交

付

税

・

契

約

事

務

・

地

域

振

興

統
括
園
長

大
橋
き
よ
江

葦
沢
博
幸

洞
真
理
子

市
川
純
輝

清
水
飛
翔

予

算

決

算

・

空

き

家

対

策

・

移

住

定

住

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

・

介

護

予

防

福
祉
医
療
・
後
期
高
齢
者
・
児
童
手
当
・
国
民
年
金

滝
澤
梢

給

与

・

服

務

・

庶

務

固

定

資

産

税

・

ふ

る

さ

と

納

税

併

支
所
長

窪
田
信
幸

坂
井
支
所

教育長　　宮 下 敏 彦

保

健

福

祉

係

子

育

て

支

援

係

草
湯
温
泉
冠
着
荘

西
条
温
泉
と
く
ら

差
切
峡
温
泉
坂
北
荘

◆筑北村役場　（坂北支所及び坂井支所への電話は役場に転送されます。）
TEL （代表）66-2111

◆教育委員会事務局
TEL（こども支援係）67-1161

FAX66-3370（総務課・企画財政課・住民福祉課・会計室・議会事務局） （生涯学習係）67-2064
FAX66-3010（建設課・産業課・観光課） FAX 67-2170
○子育て支援センター TEL 66-2975 FAX 66-2988 ○筑北ひまわり保育園 TEL 66-2043 FAX 66-2123
○社会就労センター TEL 66-2322 FAX 66-3673 ○坂井保育園 TEL 67-2153 FAX 67-1403
○差切峡温泉坂北荘 TEL 66-2223 FAX 66-3246
○西条温泉とくら TEL 66-2114 FAX 66-2301
○草湯温泉冠着荘 TEL 67-2216 FAX 67-3813

電話番号等一覧
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それぞれの詳しい内容については筑北村建設課（電話：66-2111）までお問い合わせください。

木造住宅耐震診断
事業について 木造住宅耐震補強事業について

ブロック塀等防災対策促進事業について

道路に張り出した枝の切り取りのお願いです

1．事業の内容等
（1）対象となる住宅は筑北村に所

在し、昭和 56 年 5 月 31 日以前
に着工された住宅（1 戸建ての
住宅）で、現に居住している個
人所有の住宅です。

（2）木造在来工法（ツーバイフォ
ー・木質プレハブ・丸太組・非
木造は対象外）の住宅です。

※　精密耐震診断は、国・県・村
が費用負担をするため無料で
す。

1．事業の内容等
（1）国道、県道、村道、農道及び法定外公共物（赤線）に面した、ブロック塀等（コンクリ

ートブロック造石造、れんが造、その他倒壊・転倒の恐れがある塀の撤去を行う事）
（2）実施する工事費と撤去するブロック塀等の長さ、1m 当り 9,000 円を乗じて得た額のい

ずれか少ない額の 1/2 の額。1 敷地内につき 10 万円を限度とする。

1．事業の内容等
（1）既存木造住宅に対し、村が実施した診断士に

よる精密耐震診断の結果、総合評点が 1.0 未満で、
耐震補強工事を行う事ことにより、総合評点が
0.7 以上かつ工事前の総合評点を上回る工事です。

（2）補助の対象となる経費は、耐震補強工事費、
設計費及び補強計画（リフォームは対象外）に要
する費用です。

（3）補助対象に対する助成額
・補助対象経費の 2 分の 1 に相当する額。ただし、

その額が 100 万円を超える場合は、100 万円を
限度とし、その額に 1,000 円未満の端数がある
ときは、これを切り捨てた額とします。

村道等において、隣接する個人宅等や山林から道路上に枝などが張り出していることが
見受けられます。

生垣等の緑は、生活に潤いを与えてくれる大切なものですが、公の場である道路まで伸び
てしまった枝などは、道幅を狭く感じさせ、通行上の安全を確保するうえで問題があります。

これらが原因となり、車両や歩行者に事故が発生した場合には、法律により所有者が賠償
責任を負わなければならないこともあります。

村では、私有地から道路に張り出した枝や葉は、土地所有者に所有権があるため、倒木
などの緊急時を除き、勝手に切ることができません。

次のような状況が見られる土地の所有者の方は、樹木の伐採、または枝払いをお願い
します。

1　道路、歩道へ樹木が張り出している。
2　枯れ木、折れ枝などによる通行への支障がある、またはその恐れがある。
3　竹木の繁茂により通行への支障がある、またはその恐れがある。

10



11



■
現
在
募
集
中
の
会
計
年
度
任
用

職
員

〇
介
護
職
員

※
受
験
資
格

普
通
自
動
車
免
許
が
あ
り
、
介
護

職
に
必
要
な
資
格
を
有
す
る
人

※
採
用
人
数
等　

各
施
設
若
干
名

※
申
し
込
み
方
法
等

組
合
各
施
設
に
事
前
連
絡
の
上
、

随
時
、
面
接
に
よ
り
選
考

■
令
和
3
年
度
に
採
用
す
る
正
規

職
員

〇
看
護
職
員
（
5
名
程
度
）

〇
介
護
職
員
（
10
名
程
度
）

（
昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
）

※
受
験
資
格

い
ず
れ
も
普
通
自
動
車
免
許
が

あ
り
、
各
職
種
に
必
要
な
資
格
を

有
す
る
人

・
各
資
格
は
、
令
和
3
年
3
月
末
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
も
の
を
含
み

ま
す
。

・
学
生
は
、
令
和
3
年
3
月
末
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人
に
限
り
ま
す
。

※
採
用
人
数　

い
ず
れ
も
若
干
名

※
第
一
次
試
験　

6
月
27
日
（
土
）

※
申
し
込
み
期
間　

5
月
8
日（
金
）

か
ら
6
月
17
日
（
水
）（
平
日
の
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
）

※
申
し
込
み
方
法
等　

組
合
各
施
設

お
よ
び
事
務
局
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
桔
梗
荘
内
）
お
よ
び
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に

記
入
の
上
、
本
人
が
直
接
事
務
局

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
勤
務
場
所　

東
筑
摩
郡（
麻
績
村
・

山
形
村
）、
塩
尻
市
、
松
本
市
、
木

曽
郡
に
あ
る
い
ず
れ
か
の
組
合
施

設
■
受
験
資
格
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
詳
細
は
、
直
接
問
い
合
わ
せ
る

か
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（U

R
L 

https://aoihato.com
/

）
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合

事
務
局

☎
0
2
6
3
︱

53
︱

5
0
0
0

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

自覚症状が出る前に歯科健診を受けましょう
村や後期高齢者医療広域連合では、健康づくり事業の一環として、「歯科口腔健診」

を行います。歯や口のなかの様子は、痛くなる等の症状が出てから受診することが多く
見受けられます。この機会に、生活習慣病予防やうまく呑み込めないことによる肺炎の
原因等の改善のためにも、自覚症状がないうちに口の中の健康状態を把握しましょう。

詳しい内容につきましては、住民福祉課保健福祉係☎ 66-2111 にご連絡ください。
※なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、医療機関の受け入れ状況、期間を

変更する場合等があります。ご了承ください。

【対象者】	 令和 2年度に 41、46、51、56、61、66、71歳になられる方
	 令和元年度に75歳を迎えられた方、また、76〜 79歳の方で生活
	 習慣病の受診歴があり、昨年度歯科医療に受診がない方
【健診期間】	 令和 2年 7月 1日〜 12月 30日まで
※受診票がお手元に届きましたら、対象の医療機関に予約を入れて下さい。
　健診により必要となった治療費については本人負担となります。
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自分のからだは自分で守ろう !!

40 歳から 74 歳の方は
加入する医療保険者で実施する特定健診を受けましょう。

治療中の方も健診の対象者です。

　特定健診は、国が定めた 40 歳〜 74 歳の方が対象の健康診査です。中高年がか
かりやすく、進行すると命に係わる危険性の高い「生活習慣病」の発症や重症化の
予防が目的です。
　生活習慣病を一度発症すると、長期療養に伴って仕事ができなくな
ったり、悪化すれば生涯にわたり生活が不自由になることもあります。
　いつまでも健康でいるために、年に一度は特定健診をご活用くだ
さい。

40 歳〜 74 歳の国保加入者の皆様へ

　5 月の集団健診が新型コロナウイルス感染症にかかる緊急事態宣言が 5 月末まで
延期され健診が中止となったため、筑北村・麻績村の 3 医院で個別健診または人
間ドックを受けてください。その他の医療機関で健診を希望される方は、役場まで
ご連絡ください。
　また、10 月 17 日（土）の午前中に本城多目的ホールで集団健診を行います。
　受診の際は、問診票（すでに配布済）と健診料金 1,500 円をお持ちください。
　医療機関で検査されている方は、健診を受けたとみなせる場合がありますので、
保健師までご連絡ください。

40 歳〜 74 歳の被扶養者（ご家族）の皆様へ

　加入している医療保険者から健診の指示に従い、指定の医療機関がある場合はそ
ちらで受けてください。
　国民健康保険以外の扶養家族の皆様は、村の集団健診の会場で受けられますので、
健診機関の中部公衆医学研究所（0265-24-1505）に電話でお申し込みください。配
布されている受診券をお持ちください。
　健診結果について不明な点や、詳しくお知りになりたい方は、住民福祉課保健福
祉係までお気軽にご相談ください。

75 歳以上の後期高齢者保険の皆様へ

　村の集団健診の会場で受けられます。医療機関で定期的に血液検査を受
けている方は検査内容が重なる場合もありますので、検査結果表がある方
はお持ちください。
　重症化しないために、健診を受けられることをおすすめします。

〔お問い合わせ先〕住民福祉課　保健福祉係　（電話 66-2111）
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誰もが安心して地域で暮らせることを目指して地域で暮らすみんなが自立した生活
が送れるように移動スーパー（おたがいさまネットワーク）様々なサービスを提供
します。

※店まで行かれないけど買い物を楽しみ
たい！

※商品を実際に手に取って選びたい！
※ふれあいの場、おしゃべりの場として！
※洗剤などの重たい商品が欲しいとき！

買い物に対する不便さをお手伝いします。個人宅前にも停車することができます
ので、ぜひお気軽にお問合せください。軽車両の移動販売車もあります。

問い合わせ先：
筑 北 村 商 工 会
電話：６６－２４４４／
ＦＡＸ：６６－３１１６

曜 日 地 区：おおよそのルート（個人名は省略しています）商工会館：午後１時出発

火曜日

坂 北 地 区

【向原（13：10）・別所（13：40）・細田（14：30）・昭和町（15：10）

・中村（15：30）・東山（16：05）】

水曜日

坂 井 地 区

【老レク（13：10）高萩（13：30）・新屋（13：45）・真田（14：10）・

大野田（14：55）・永井中村（15：20）・杉崎（15：35）】

木曜日

麻績村（一部坂北地区）

【みたらしの湯（13：00）・野田沢（13：45）・デイサービス（14：00）・

坂北一部（14：30）】

金曜日
本 城 地 区

【大沢（13：25）・岩戸（14：00）・乱橋（14：35）・田屋（15：10）など）

★移動販売車にない商品でも、事前 （前日）
にご連絡いただければご用意いたします。
★生鮮商品・日用雑貨、様々なものを
取り扱いしています。
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長
野
県
が
地
域
の
元
気
を
生
み
出

す
モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の
あ
る
事

業
に
対
し
支
援
を
行
う
、「
長
野
県

地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
」
を
活

用
し
、
村
内
3
つ
の
駅
を
ス
タ
ー
ト

す
る
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
マ
ッ
プ

（
3
種
類
）
と
、
施
設
間
の
移
動
時
間
、

修
験
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
所

要
時
間
な
ど
を
掲
載
し
た
観
光
マ
ッ

プ
を
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心

と
な
り
作
成
し
ま
し
た
。

よ
り
効
率
的
に
筑
北
村
を
知
り
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
環
境
を
整
備

し
ま
し
た
。

※
フ
ッ
ト
パ
ス

昔
か
ら
あ
り
の

ま
ま
の
風
景
を

楽
し
み
な
が
ら

歩
く
こ
と
。

・
お
問
い
合
わ
せ

☎
0
2
6
3
‐
66
‐
0
0
0
0

観
光
課
協
力
隊　

前
迫

　

N
E
X
C
O
東
日
本
長
野
管
理
事

務
所
で
は
、長
野
道
の
傷
ん
だ
橋（
本

城
地
域
・
虚
空
蔵
橋
）
を
取
り
替
え

る
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
終
日
対
面
通
行
規
制
を

実
施
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
お
願
い

た
し
ま
す
。

■
期
日　

5
月
15
日
（
金
）
〜

　

7
月
10
日
（
金
）

※
工
事
の
進
捗
及
び
天
候
等
に
よ

り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所　

長
野
道

　

安
曇
野
I
C
〜
麻
績
I
C

■
問
い
合
わ
せ
先

東
日
本
高
速
道
路
㈱
関
東
支
社

長
野
管
理
事
務
所

☎
0
2
6
‐
2
7
8
‐
7
7
0
1

今年も開催します今年も開催します

期 日：令和２年７月18日（土）（予定）期 日：令和２年７月18日（土）（予定）期 日：令和２年７月18日（土）（予定）期 日：令和２年７月18日（土）（予定）

夏まつり筑北夏まつり筑北
今年も村民の皆様に楽しんでいただける内容を検討中です。一緒に夏の夜を満喫しましょう！
詳細については後日配布されるチラシをご覧ください。

また、今年はコロナウィルスの感染拡大防止に配慮して、実行委員会内で十分検討したうえで、
実施可否を判断致します。
中止や延期になる可能性がありますが、その場合は、住民の皆様にも
速やかに周知致します。
実行委員会一同、来場される皆様に、安全で楽しく、お祭りに参加し
ていただけるよう努めて参りますので、ご理解の程よろしくお願い致し
ます。

今年も村民の皆様に楽しんでいただける内容を検討中です。一緒に夏の夜を満喫しましょう！
詳細については後日配布されるチラシをご覧ください。

また、今年はコロナウィルスの感染拡大防止に配慮して、実行委員会内で十分検討したうえで、
実施可否を判断致します。
中止や延期になる可能性がありますが、その場合は、住民の皆様にも
速やかに周知致します。
実行委員会一同、来場される皆様に、安全で楽しく、お祭りに参加し
ていただけるよう努めて参りますので、ご理解の程よろしくお願い致し
ます。

主　催：夏まつり実行委員会　　事務局：筑北村企画財政課

長
野
道
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

終
日
対
面
通
行
規
制

長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く
り

支
援
金
を
活
用
し
、
※

フ
ッ
ト

パ
ス
・
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

を
整
備
し
ま
し
た
。
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〔
新
任
協
力
隊
の
自
己
紹
介
〕

筑
北
村
の
皆
様
、
初
め
ま
し
て
。

今
年
度
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
、
内
田
征
宏
（
う
ち
だ
ゆ
き
ひ
ろ
）

と
申
し
ま
す
。
出
身
は
東
京
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
神
奈
川
県
、
静
岡
県
、
山

梨
県
、
茨
城
県
、
群
馬
県
で
生
活
を

し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
に
来
て
間
も
な
い
の
で
す

が
、
出
会
う
方
が
気
さ
く
で
親
切
な

こ
と
が
、
大
変
に
印
象
的
で
す
。
豊

か
な
自
然
と
穏
や
か
な
方
々
の
中
で

暮
ら
す
機
会
を
頂
け
た
事
に
感
謝
致

し
ま
す
。
所
属
は
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
係
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
活
動

を
通
し
て
、
筑
北
村
の
盛
り
上
げ
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
精
進
し
て
い
く

所
存
で
す
。
皆
様
に
お
力
添
え
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

●
企
画
財
政
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
続
・
え
な
み
農
園
」

昨
年
は
、
村
内
の
方
の
ご
厚
意
で
、

坂
北
地
域
と
本
城
地
域
で
畑
を
借
り

て
い
ま
し
た
が
、
実
は
自
分
の
家
の

敷
地
の
中
の
小
さ
な
小
さ
な
ス
ペ

ー
ス
で
も
、
と
う
も
ろ
こ
し
や
ナ
ス
、

じ
ゃ
が
い
も
等
を
育
て
て
い
ま
し
た
。

ツ
ツ
ジ
に
挟
ま
れ
な
が
ら
、
石
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
た
土
の
中
、
よ
く
育
っ
て

く
れ
た
な
ぁ
と
毎
日
成
長
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
ど
う
す
る
か
。
ま

た
今
年
も
こ
こ
で
え
な
み
農
園
を
し

た
い
が
、
昨
年
よ
り
も
も
う
少
し
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
を
さ
せ
た
い
。
と
い
う

の
も
、
こ
こ
の
お
家
へ
住
ん
で
1
年
。

御
礼
と
ご
挨
拶
と
、
現
在
、
貸
し
て

頂
い
て
い
る
家
の
所
有
者
さ
ん
と
今

後
に
つ
い
て
お
話
す
る
事
が
で
き
、

（
ま
た
折
り

入
っ
て
、
皆

様
に
は
き
ち

ん
と
ご
報
告

を
致
し
ま
す

が
）
今
後
も
、

こ
こ
に
住
み

続
け
て
い
け

る
事
に
な
り
、
す
る
と
一
層
家
に
愛

着
が
沸
く
と
い
い
ま
す
か
、
掃
除
に

も
力
が
入
っ
た
り
、
敷
地
内
の
庭
や

菜
園
ス
ペ
ー
ス
を
進
化
さ
せ
て
み
た

り
・
・
。
昨
年
、
畑
を
貸
し
て
頂
い

て
い
た
農
家
さ
ん
に
、
腐
葉
土
を
沢

山
分
け
て
頂
き
、
家
の
え
な
み
農
園

に
移
植
。「
何
だ
か
、
の
れ
ん
分
け
み

た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
、
出

来
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
そ
こ
そ
と
定

住
に
向
け
て
動
い
て
い
ま
す
。

榎
並　

真
由
子

「
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
農
を
楽
し

む
」今

年
か
ら
自
分
用
の
畑
と
田
ん
ぼ

を
借
り
ま
し
た
。
昨
年
は
苗
を
購
入

し
ま
し
た
が
今
年
は
種
か
ら
苗
づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
信
州

の
寒
暖
差
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
本

当
に
こ
ん
な
小
さ
な
種
か
ら
芽
が
出

る
の
か
と
セ
ル
ト
レ
イ
と
日
々
に
ら

め
っ
こ
。
徐
々
に
覆
土
さ
れ
た
土
が

盛
り
上
が
り
、
小
さ
な
芽
が
顔
を
出

し
た
瞬
間
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
よ
か
っ
た
と
思

う
の
も
束
の
間
。
大
雪
が
降
り
、
雪

の
重
み
で
温
室
が
壊
れ
た
り
、
農
業

は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
も
の
だ
と

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
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畑
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
を
か
け
て
土

を
耕
し
ま
し
た
。
普
通
な
ら
並
列
さ

れ
た
畝
を
作
り
、
栽
培
し
て
い
き
ま

す
が
、
私
の
畑
の
イ
メ
ー
ジ
は
野
菜

づ
く
り
に
興
味
が
な
い
人
で
も
お
も

し
ろ
い
と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
畑
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
思
い
も
寄
ら
な
い
こ

と
が
い
ろ
い
ろ
起
こ
り
そ
う
で
す
が
、

何
事
も
経
験
だ
と
思
い
、
楽
し
み
な

が
ら
日
々
の
小
さ
な
発
見
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

大
嶽　

美
和
子

●
産
業
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
筑
北
村
産
桜
の
一
輪
挿
し
『
ハ
ナ
サ

カ
』
商
品
化
」

筑
北
村
の
特
産
品
で
あ
る
桜
花
木
。

収
穫
の
際
に
切
ら
れ
る
幹
の
部
分
は

廃
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
廃
棄

材
を
何
か
に
使
う
こ
と
が
で
き
な
い

か
と
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ご
縁

の
あ
っ
た
上
松
町
協
力
隊
木
工
部
の

力
を
お
借
り
し
て
、一
輪
挿
し
が
完
成

し
ま
し
た
!

商
品
名
は「
ハ
ナ
サ
カ
」
で
す
。
筑

北
村
に
こ

れ
か
ら
も

桜
が
咲
く

環
境
が
あ

り
続
け

る
よ
う
に
、

桜
が
一
輪

挿
し
に
姿

を
変
え
て

再
び
花
を
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
に
と
、

願
い
を
込
め
て
「
ハ
ナ
サ
カ
」
と
名

付
け
ま
し
た
。
形
は
2
種
類
あ
り
ま

す
。
桜
の
花
芽
と
葉
芽
を
型
取
っ

て
、「
ハ
ナ
ノ
メ
」と「
ハ
ノ
メ
」で
す
。

と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
シ
ル
エ
ッ
ト

で
す
。
反
し
て
木
目
は
、
古
材
を
思

わ
せ
る
渋
さ
が
あ
り
、
節
や
割
れ
も

古
材
感
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

一
つ
と
し
て
同
じ
見
た
目
が
な
い

の
が
木
の
面
白
さ
で
あ
り
、
そ
れ
を

楽
し
め
る
も
の
が
で
き
ま
し
た
。
廃

棄
材
が
商
品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

た
の
は
と
て
も
感
慨
深
か
っ
た
で
す
。

今
後
村
内
で
の
販
売
も
予
定
し
て
い

ま
す
。是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
川　

満
久

●
観
光
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
3
年
間
を
振
り
返
っ
て
」

平
成
29
年
6
月
よ
り
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
西
条
温
泉
と
く
ら

支
配
人
の
命
を
受
け
、
あ
っ
と
い
う

間
の
3
年
間
で
し
た
。

初
め
に
お
伝
え
い
た
し
ま
す
が
、

任
期
終
了
後
の
6
月
か
ら
は
、
そ
の

ま
ま
支
配
人
と
し
て
続
け
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
内
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
村
民
の
皆

様
方
に
改
め
て
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。

ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
と
く
ら
で
の
3
年
間
は
充

実
の
毎
日
と
は
言
え
な
い
く
ら
い
、

日
々
の
管
理
・
運
営
に
た
だ
た
だ
振

り
回
さ
れ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

一
言
で
言
う
と
「
つ
ら
い
毎
日
」

3
年
前
、
再
び
村
営
と
な
っ
て
か

ら
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
村
民
の
皆

様
は
じ
め
、
近
隣
の
方
々
な
ど
大
勢

の
お
客
様
が
お
越
し
い
た
だ
け
た
こ

と
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
印
象
深
い
の
は
、
奇
し
く
も

開
業
二
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に

関
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
当
日
は
残
念

な
が
ら
台
風
の
襲
来
で
台
無
し
と
な

っ
た
事
も
あ
り
ま
す
が
、
各
方
面
の

団
体
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
農
産

物
や
特
産
品
の
販
売
を
お
願
い
し
た

り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
い
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
何
年
先
、
筑
北
村
に
関

わ
っ
て
い
く
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
体

の
許
す
限
り
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
は
開
業
以
来
の
売
上
高
を

記
録
し
て
い
ま
し
た
が
、
2
月
下
旬

か
ら
の
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で

売
上
が
激
減
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、

大
変
心
残
り
で
す
。
し
か
し
、
底
辺

か
ら
の
復
活
を
目
指
し
て
、
従
業
員

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

協
力
隊
と
し
て
の
活
動
は
こ
こ
で

終
え
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
く
ら
支
配
人　

西
澤　

高
広
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「
価
値
の
捉
え
方
」

齢
31
に
な
り
、
花
粉
症
を
発
症
し

た
男
。
前
迫
で
す
。
辛
い
の
に
マ
ス

ク
が
買
え
な
い
世
知
辛
い
ご
時
世
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光
を
生
業
に

し
て
い
く
上
で
は
い
い
教
訓
に
な
っ

て
い
ま
す
。

旅
行
会
社
様
の
お
話
を
伺
っ
て
い

る
と
、
ツ
ア
ー
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ

る
売
り
上
げ
の
減
少
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
終
焉

の
目
途
が
つ
か
な
い
こ
と
に
よ
り
今

後
の
予
定
が
立
て
ら
れ
な
い
こ
と
の

ほ
う
が
深
刻
な
よ
う
で
す
。

実
際
に
準
備
を
進
め
て
い
た
本
年

度
の
農
村
体
験
事
業
も
、
こ
の
文
章

を
書
い
て
い
る
3
月
現
在
で
は
、

方
向
性
が
定
ま
ら
な
い
状
況
で
す
。

拡
散
を
止
め
る
た
め
の
自
粛
・
イ

ベ
ン
ト
中
止
は
当
然
必
要
で
す
が
、

経
済
が
回
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、「
ど
こ
ま
で
・
い
つ
ま
で
」
と
い

う
個
々
の
基
準
や
判
断
が
必
要
な
時

な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

3
月
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
使
っ
て

イ
チ
ゴ
と
桜
を
売
り
に
白
馬
に
行
っ

て
き
た
時
の
写
真
で
す
。

イ
チ
ゴ
の
妖
精
が
写
り
こ
ん
だ
写

真
が
あ
っ
た
の
で
掲
載
し
ま
し
た
。

マ
ス
ク
は
日
本
で
は
な
じ
み
の
も

の
で
す
が
、
一
部
の
海
外
の
方
は
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
と
病
的
な
印

象
を
過
度
に
抱
い
て
し
ま
い
が
ち
に

な
り
、
物
産
な
ど
に
も
か
え
っ
て
悪

影
響
を
及
ぼ
す
と
の
こ
と
。

ん
〜
。
難
し
い
。

前
迫　

裕
介

「
筑
北
村
は
素
敵
な
モ
ノ
に
あ
ふ
れ

て
い
る
」

筑
北
村
に
来
て
早
い
も
の
で
1
年
。

筑
北
村
は
素
敵
す
ぎ
ま
し
た
。

出
会
っ
た
人
皆
温
か
く
、
思
い
や

り
溢
れ
る
方
ば
か
り
。
そ
し
て
筑
北

村
で
作
ら
れ
る
お
野
菜
に
お
米
は
美

味
し
す
ぎ
ま
し
た
。
四
季
の
移
ろ
い

は
驚
く
ほ
ど
色
濃
く
、
色
鮮
や
か
な

春
、
緑
美
し
い
夏
、
黄
金
色
に
輝
く

秋
、
一
面
白
く
な
る
冬
、
ど
の
季
節

も
美
し
い
。
星
空
の
輝
き
に
は
目
を

瞠
り
、
立
春
に
は
季
節
の
移
ろ
い
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
当
た

り
前
の
、
私
に
は
ま
だ
非
日
常
の
体

験
の
数
々
に
、
ま
た
、
私
の
大
好
き

な
北
ア
ル
プ
ス
が
い
つ
も
そ
こ
に
あ

る
暮
ら
し
も
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
で
の
暮
ら
し
は
草
や
虫
と
の

闘
い
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
は
ね

の
け
る
素
敵
な
モ
ノ
に
溢
れ
す
ぎ
て

い
て
、
定
住
し
た
い
気
持
ち
は
よ
り

一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
1
年
は
定
住
に
向
け
て
に
関
し
て

も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
ど

う
ぞ
お
力
添
え
く
だ
さ
い
ま
せ
!

高
越　

美
知
子

令
和
2
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割

の
納
期
限
は
、
6
月
1
日
（
月
）
で
す
。

※
令
和
元
年
10
月
か
ら
自
動
車
税
の

名
称
が
自
動
車
税
種
別
割
に
変

わ
り
ま
し
た
。

納
税
通
知
書
は
4
月
28
日
（
火
）

に
発
送
し
、
5
月
中
旬
に
か
け
て
順

次
お
手
元
に
届
く
予
定
で
す
。

届
き
ま
し
た
ら
、
金
融
機
関
・
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
県
税
事
務
所
の
窓

口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
以
外
に
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト 

Y
a
h
o
o
!
公
金
支
払
）、ペ
イ
ジ
ー

（
県
が
指
定
す
る
金
融
機
関
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
及
び

A
T
M
）、
P
a
y
P
a
y
請
求
書
払

い
、
L
I
N
E 

P
a
y
請
求
書
支
払

い
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

期
限
内
の
納
付
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁　

税
務
課

☎
0
2
6
-2
3
5
-7
0
5
1

長
野
県
か
ら
お
知
ら
せ

自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く
！
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お問合せ先：自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」
　　　　　　松本市深志 2-6-5　マルナカ深志ビル１Ｆ　電話：0263-36-2787

申込期間：令和2年6月10日（水）から6月14日（日）まで

令和２年度 自衛官等募集案内
防衛省では、下記の予定で特別職国家公務員「自衛官等」の受付及び試験を実施します。

試験種目 応募資格 受付期間 試験日

自 衛 官 候 補 生
男子

18歳以上33歳未満 年間を通じて
行っております。 受付時にお知らせします。

女子

一 般 曹 候 補 生 男・女 18歳以上33歳未満 7月1日〜9月10日
1次:9月18 ～ 20日
2次:10月9日～ 14日

（いずれか１日を指定されます。）

航 空 学 生 男・女
海：高卒（見込含）23
歳未満
空：高卒（見込含）21
歳未満

7月1日〜9月10日
1次：9月22日
2次：10月17 ～ 22日
3次：（海）11月20日～ 12月16日
3次：（空）11月14日～ 12月17日

防 衛
大 学 校
学 生

推薦 男・女
高卒（見込含）21歳
未満。学校長の推
薦が必要

9月5日〜9月11日 9月26･27日

総合
選抜 男・女 高卒（見込含）21歳

未満の者 9月5日〜9月11日 1次：9月26日
2次：10月31日・11月1日

一般 男・女 高卒（見込含）21歳
未満の者 7月1日〜10月22日 1次：11月7日・8日

2次：12月8 ～ 12日
防 衛 医 科 大 学 校
医 学 科 学 生 男・女 高卒（見込含）21歳

未満の者 7月1日〜10月7日 1次：10月24日・25日
2次：12月9 ～ 11日

防 衛 医 科 大 学 校
医 学 科 学 生

（自衛官コース）
男・女 高卒（見込含）21歳

未満の者 7月1日〜10月1日 1次：10月17日
2次：11月28日・29日

□　第1次試験（教養・適性・体力試験）
⑴　日程：令和2年6月28日（日）　　⑵　場所：教養試験　松本市役所波田支所（松本市波田4417-1）

	 体力試験　松本市波田体育館（松本市波田10098-1）
□　申込期間

　令和2年6月10日（水）から6月14日（日）まで　※令和2年6月14日（日）消印有効
　必ず、郵送で申し込みをしてください。新型コロナウイルス感染拡大防止により、 本人持参の申し込み
は受け付ません。
□　試験案内・申込用紙

松本広域連合事務局、消防局、各消防署所及び松本広域連合関係 8 市村の市役所、役場にあります。
※郵送希望の人は、140 円切手を貼付し、送付先の住所・氏名を記載した角型二号の返信用封筒を同封の

うえ、赤字で「試験案内希望」と明記してお早めに次の宛先へ請求してください。

※試験案内はホームページでもご覧になれます。アドレス　http：//www.m-kouiki.or.jp

松本広域連合消防職員採用資格試験（上級）

来年４月に採用予定の松本広域連合消防職員採用資格試験（上級）を次のとおり実施します。
□　募集内容

試験区分 採用予定人員 受　験　資　格

上級 消防 若干名 平成4年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた人で、大学卒業程度
の学力を有する人（日本国籍を有する人）

※令和2年6月14日（日）消印有効

お問合せ先：〒 390-1401　松本市波田 4417 番地 1　松本市役所波田支所 4 階　松本広域連合事務局総務課　TEL 0263-87-5460
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編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370

今回の内容
●３月定例会一般質問
●３月定例会審議結果
●議員懇談会のお知らせ
●筑北村選挙管理委員会～

第87号
令和2年5月21日発行

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
長
な

ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
60
分
の
持

ち
時
間
の
中
で
事
務
の
執
行
状
況
や

将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
所
信

や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
、
あ
る
い
は

報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

こ
の
一
般
質
問
に
よ
り
、
執
行
機

関
の
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
政
治
責
任
を
明
確
に
さ
せ

ま
す
。
結
果
と
し
て
「
現
行
の
政
策

変
更
」
や
「
新
規
政
策
を
採
用
」
さ

せ
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

内
容
を
要
約
し
て
登
壇
順
（
質
問

順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
（
紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き
な

か
っ
た
質
問
も
あ
り
ま
す
。）

村
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

10人の議員が発言 ･･･3月定例会
登壇順
（質問順） ～質問内容～ 議員名

１

１．日本ウエルネス高等学校について村長が発言し
た内容の実現について

２．日本ウエルネス高等学校の施設無料の協定の見
直しについて

３．人口減少対策について
４．村の指定管理施設、直売所、飲食店への収益向

上の取り組みについて
５．今年度の冠着荘経営の検証について
６．中学校組合解散に伴う清算について
７．坂井公民館横駐車場管理について

吉池　昌昭

２
１．小学校・中学校の環境整備について
２．筑北スポーツクラブ委託事業について
３．農業水路等長寿命化事業と村単土地改良工事について

鎌田　欣子

３ １．村の総合戦略と令和 2 年度予算との整合性について
２．今夏の渇水対策について 太田　守彦

４ １．キッチンカーについて 横山　敬

５
１．自主財源の確保について
２．本村の現政権における投資効果の検証について
３．令和 2 年度の坂井保育園保育計画について
４．新体制として 1 年を経過する冠着荘運営の総括と今後について

関川　修次

６ １．住民の安心・安全対応について
２．河川内の支障木整備について 佐藤　文男

７
１．移住者・人口増加対策について
２．高齢者に対する行政サービスの現状と将来サービスについて
３．令和２年度の当初予算について

勝田　昇

８ １．公共施設の長寿命化について
２．温泉施設について 前山　健治

９
１．筑北村まち・ひと・しごと創生戦略について
２．台風１９号災害の教訓と指定避難所の整備について
３．高齢運転者の事故防止について
４．新型コロナウイルス（COVID-19）対応について

小山　正博

10 １．新筑北小学校開校に伴う準備状況について
２．住民の健康増進について 中村　弘
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質
問　

日
本
ウ
エ
ル
ネ
ス
高
等
学
校

に
つ
い
て
の
村
長
発
言
に
つ
い
て
、

寮
建
設
、
転
入
児
童
2
4
0
名
、
農

業
法
人
の
設
立
の
実
現
は
い
つ
に
な

る
の
か
尋
ね
る
。

村
長　

現
在
生
徒
は
、
74
名
中
34
名

が
転
入
と
な
っ
て
い
る
。寮
建
設
は
、

坂
北
地
域
で
の
場
所
は
決
定
し
て
い

る
。
建
設
が
望
ま
れ
る
状
況
が
く
れ

ば
、
建
設
す
る
。
農
業
法
人
は
体
験

フ
ァ
ー
ム
と
し
て
2
月
に
登
記
が
さ

れ
、
現
在
準
備
中
と
聞
い
て
い
る
。

質
問　

日
本
ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
と
の

間
で
施
設
利
用
に
つ
い
て
平
成
27
年

2
月
3
日
、
20
年
間
の
契
約
が
交
わ

さ
れ
て
い
る
。
5
年
間
の
契
約
更
新

が
3
月
31
日
と
な
る
な
か
で
、
私
立

高
校
の
た
め
に
や
す
ら
ぎ
野
球
場
に

つ
い
て
は
、
独
占
的
に
利
用
さ
れ
て

も
、
利
用
料
は
無
料
。
こ
の
間
作
っ

た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
収
入
8
千
円
に
対
し
て
、
電

気
代
80
万
円
掛
か
っ
て
い
る
。
村
の

財
政
が
豊
か
で
な
い
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
減
免
・
無
料
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
村
民
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
。
5
年
間
の
見
直
し
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

村
長　

平
成
32
年
3
月
31
日
ま
で
の

5
年
間
、
書
面
で
の
通
知
が
無
け
れ

ば
、
5
年
間
更
新
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
の
村
の
知
名

度
向
上
へ
の
貢
献
は
多
大
だ
。
村
は

契
約
を
更
新
し
、
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
。

質
問　

契
約
更
新
を
し
て
は
い
け
な

い
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
使

用
料
減
免
を
見
直
す
こ
と
を
尋
ね
て

い
る
。

村
長　

使
用
料
に
つ
い
て
も
現
状
維

持
だ
。

質
問　

合
併
以
来
毎
年
1
0
0
名
以

上
が
減
少
し
て
い
る
。
本
年
は
、
国

勢
調
査
が
実
施
さ
れ
る
。
人
口
減
少

で
国
か
ら
の
普
通
交
付
税
が
1
億
円

減
少
す
る
と
村
民
の
前
で
話
し
て
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
2
年
度
予

算
で
も
人
口
減
少
を
く
い
止
め
る
施

策
が
見
受
け
ら
れ
な
い
の
は
い
か
が

な
も
の
か
。

村
長　

前
回
調
査
よ
り
人
口
は
、

5
4
0
名
程
度
減
少
。
普
通
交
付
税

は
、約
1
億
円
減
額
。村
政
を
預
か
る

も
の
と
し
て
、実
態
を
話
し
て
い
る
。

質
問　

財
政
的
に
交
付
税
が
減
っ
て
、

厳
し
い
と
村
民
に
言
い
な
が
ら
、一
私

立
高
校
に
施
設
を
無
料
で
使
わ
せ
る

こ
と
が
、本
当
に
村
民
の
納
得
い
く
こ

と
と
は
思
え
な
い
が
、い
か
が
か
。

村
長　

日
本
ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
の
活

躍
は
、
村
に
経
済
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
経
済
効
果
の
調
査
を
し
て

み
る
の
で
理
解
い
た
だ
き
た
い

質
問　

村
長
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

村
の
活
性
化
で
何
万
人
も
村
に
来
て

い
る
。
イ
ン
タ
ー
も
で
き
て
、
一
日

7
0
0
台
が
利
用
す
る
。
サ
ッ
カ
ー

場
も
経
済
効
果
が
あ
る
と
言
う
が
、

総
務
省
の
人
口
減
少
を
少
な
く
す
る

た
め
の
事
業
「
第
1
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
次
の
第

2
期
の
計
画
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
2
0
6
0
年
村
の
人
口
予
測
は
一

次
で
は
1
，
6
0
0
人
、
今
回
の
二

次
の
予
測
は
1
，
3
0
0
人
だ
。
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
村
の
活
性
化
は
、
人

口
減
少
抑
制
に
効
果
が
無
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
尋
ね
る
。

村
長　

交
流
人
口
は
4
万
4
，

0
0
0
人
を
超
え
て
い
る
。
サ
ッ

カ
ー
場
、
イ
ン
タ
ー
、
村
の
産
業
振

興
、
就
労
の
場
確
保
、
交
流
人
口
増

施
設
無
料
の
協
定
の
見
直
し

Ｑ　

村
長
が
発
言
し
た
内
容
の

　
　

実
現

A　

34
名
が
転
入

人
口
減
少
対
策

吉池　昌昭 議員

バドミントン体育館
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質
問　

小
学
校
・
中
学
校
の
環
境
整

備
（
電
子
黒
板
）、
特
に
聖
南
中
学
校

の
南
校
舎
の
女
子
ト
イ
レ
の
洋
式
化

に
つ
い
て
尋
ね
る
。
現
在
5
基
設
置

さ
れ
洋
式
が
1
台
と
少
な
い
の
で
3

基
の
設
置
（
悪
臭
が
あ
る
）
と
環
境

の
整
備
を
要
望
す
る
。

教
育
次
長　

小
中
と
も
に
、
国
が
進

め
て
い
る
1
人
1
台
端
末
、
及
び
高

速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

質
問　

人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て
、

空
き
家
対
策
事
業
は
村
の
戦
略
目
標

と
合
致
し
て
い
る
か
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

所
有
者
が
お
こ
な

う
家
財
整
理
等
へ
の
補
助
、
移
住
者

加
、
各
種
施
策
の
展
開
に
よ
り
、
村

民
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

そ
の
他
、
指
定
管
理
直
売
所
、
飲
食

店
の
売
上
向
上
策
、
看
板
設
置
、
冠

着
荘
経
営
の
検
証
、
中
学
校
解
散
に

伴
う
清
算
、
坂
井
公
民
館
横
駐
車
場

管
理
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

備
・
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
な

か
で
、
学
校
と
連
携
し
て
I
C
T
環

境
の
整
備
に
努
め
る
。
中
学
校
は
ト

イ
レ
の
ほ
か
に
体
育
館
の
屋
根
の
劣

化
・
照
明
の
L
E
D
化
、
暖
房
の
経

年
劣
化
等
々
の
修
理
の
要
望
も
あ
る

の
で
、
令
和
3
年
度
補
助
金
を
活
用

し
て
要
望
し
て
い
く
予
定
だ
。

質
問　

給
食
費
の
無
料
化
ま
た
は
助

成
し
て
一
律
2
，
0
0
0
円
の
よ
う

な
検
討
は
な
い
か
尋
ね
る
。

教
育
長　

給
食
費
の
改
定
を
予
定
し
、

来
年
度
か
ら
小
学
生
1
食
3
0
0
円

中
学
生
3
3
0
円
で
お
願
い
す
る
。村

は
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
が
全

体
像
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ

と
は
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

質
問　

多
く
の
村
民
と
子
ど
も
達
が

指
導
を
受
け
て
い
る
筑
北
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
委
託
事
業
費
が
昨
年
か
ら

50
万
円
減
額
さ
れ
た
。
そ
の
要
因
は

何
か
尋
ね
る
。
ま
た
聖
南
中
学
校
の

ク
ラ
ブ
活
動
の
支
援
が
で
き
な
い
か

尋
ね
る
。

教
育
次
長　

2
月
末
現
在
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
登
録
数
は
1
7
3
名
で

大
人
の
教
室
数
は
12
種
類
15
教
室
。

保
育
園
12
名
・
小
学
生
77
名
・
中
学

生
29
名
が
参
加
し
て
お
り
7
種
類

9
教
室
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
学
校
、
保
育
園
の
指
導
、
各
施
設

の
予
約
も
し
て
い
る
。
当
初
の
予
算

に
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
検
討
し

た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
こ
れ

で
や
っ
て
い
け
る
と
回
答
が
あ
り
予

算
通
り
と
な
っ
た
。
中
学
校
の
ク
ラ

ブ
支
援
に
つ
い
て
は
実
際
に
は
お
こ

な
っ
て
い
な
い
が
、
学
校
・
教
育
委

員
会
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
協
議
す

る
な
か
で
進
め
て
き
て
い
る
が
、
明

確
な
結
論
に
至
っ
て
い
な
い
。

村
長　

こ
の
運
営
の
な
か
に
は
2
名

の
協
力
隊
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
2

名
が
減
る
現
状
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
の
で
非
常
に
心
配
し
て
い
る
。

質
問　

農
業
水
路
に
関
す
る
調
査
の

予
算
が
5
0
6
万
組
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
予
定
を
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

水
路
で
総
延
長
1
2
1

㌔
、
頭
首
口
、
水
門
等
々
が
1
，

5
0
0
カ
所
あ
る
。
防
災
減
災
事
業

補
助
金
を
活
用
し
て
計
画
策
定
に
あ

た
る
。
こ
と
し
は
本
城
・
坂
北
地
域
、

来
年
度
坂
井
地
域
を
調
査
し
、
令
和

4
年
か
ら
改
修
工
事
に
着
手
す
る
予

定
だ
。

Ｑ　

小
学
校
・
中
学
校
の

　
　

環
境
整
備

A　

補
助
金
を
活
用

筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

委
託
事
業

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
事
業

Ｑ　

村
の
総
合
戦
略
と
令
和
２

　
　

年
度
予
算
と
の
整
合
性

A　

財
政
支
援
を
予
算
化

頭首口

太田　守彦 議員

鎌田　欣子 議員
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が
お
こ
な
う
改
修
補
助
と
い
っ
た
財

政
支
援
を
予
算
化
し
た
。
ま
た
、
移

住
相
談
会
や
交
流
会
な
ど
を
通
じ

て
、
移
住
促
進
を
図
る
。

質
問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
空
き
家
バ

ン
ク
を
検
索
す
る
と
、
現
在
16
軒
の

登
録
だ
。
一
方
、
戦
略
目
標
は
今
後

5
年
で
30
世
帯
と
し
て
い
る
。
妥
当

な
目
標
か
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

区
長
会
、
あ
る
い

は
空
き
家
所
有
者
に
チ
ラ
シ
等
を
同

封
し
て
家
が
住
め
な
く
な
る
前
に
、

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
呼
び
か

け
る
。

質
問　

結
婚
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

昨
年
同
額
の
予
算
だ
が
、
昨
年
は

50
万
円
余
っ
た
。
新
年
度
の
対
応
を

尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
が
、
参
加
者
の
多
く
は
村

外
者
だ
っ
た
。
結
婚
推
進
委
員
会
の

意
見
も
参
考
に
、
結
婚
推
進
活
動
の

見
直
し
を
進
め
た
い
。

質
問　

結
婚
祝
い
金
や
出
生
祝
い
金

の
増
額
は
考
え
て
い
な
い
か
。

住
民
福
祉
課
長　

祝
い
金
は
「
村
か

ら
の
お
祝
い
」と
い
う
性
格
が
強
く
、

人
口
増
加
対
策
に
資
す
る
も
の
で
は

な
い
。

質
問　

隣
の
生
坂
村
に
お
い
て
、
出

産
祝
い
金
の
拡
充
に
2
0
0
万
円
を

増
額
し
た
。
こ
う
し
た
人
口
対
策
へ

の
思
い
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
と
感
じ

る
。
い
か
が
か
。

村
長　

筑
北
村
は
抜
群
の
子
育
て

環
境
で
あ
る
こ
と
、
職
員
や
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
よ
る
移
住
促
進
の

取
組
み
な
ど
更
な
る
情
報
発
信
を

進
め
て
い
く
。

質
問　

東
筑
の
村
長
会
な
ど
で
も
人

口
増
加
対
策
は
話
し
合
わ
れ
た
か
尋

ね
る
。

村
長　

他
村
の
様
子
は
新
聞
等
で
見

聞
き
す
る
程
度
で
、
特
に
議
論
は
な

い
。
村
と
し
て
は
、
全
課
を
挙
げ
人

口
増
加
の
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
問　

松
く
い
虫
対
策
に
つ
い
て
、

被
害
駆
除
残
の
目
標
値
を
5
年
後

に
5
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
と
設
定

し
た
。
し
か
し
予
算
額
は
対
前
年
の

8
%
減
で
あ
る
。

産
業
課
長　

昨
年
度
の
伐
倒
燻
蒸
量

は
1
，
6
0
0
立
方
だ
が
、
新
年
度

は
1
，
8
0
0
立
方
を
計
画
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
に
よ
る
事
業
も
若
干

進
ん
で
い
る
。

質
問　

伐
倒
し
た
材
の
処
分
に
つ
い

て
景
観
維
持
の
た
め
、
ま
た
防
災
の

観
点
か
ら
も
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

質
問　
「
は
ぜ
掛
け
米
」
の
出
荷
奨

励
を
新
設
し
、
60
キ
ロ
で
5
0
0
円

の
補
助
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

は
ぜ
掛
け
米
は
、
農
協

か
ら
首
都
圏
業
者
へ
全
量
出
荷
さ

れ
、
不
足
し
て
い
る
。
高
齢
化
の
中

で
、
農
業
者
の
生
産
意
欲
を
向
上
さ

せ
た
い
。
な
お
、
農
産
物
検
査
法
な

ど
に
よ
り
自
主
流
通
米
や
個
人
売
買

等
は
補
助
し
な
い
。

質
問　

補
助
金
を
申
請
す
る
側
、
そ

の
事
務
処
理
を
す
る
側
の
双
方
に

と
っ
て
事
務
負
担
と
な
ら
な
い
か
。

産
業
課
長　

検
討
中
で
あ
る
。

他
に
今
夏
の
渇
水
対
策
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

質
問　

令
和
元
年
度
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
運
行
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

令
和
元
年
度
の
使
用
状
況

は
、
4
回
の
み
だ
。
今
後
、
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題

だ
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
開
幕
す
る
に

当
た
り
検
討
を
し
て
い
く
。

質
問　

民
間
の
意
欲
の
あ
る
者
に

1
ヶ
月
か
ら
2
ヶ
月
ほ
ど
の
期
間
を

貸
し
つ
け
た
ら
ど
う
か
尋
ね
る
。

Ｑ　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

A　

４
回
の
使
用

はぜ掛け米

キッチンカー
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質
問　

一
般
会
計
に
係
る
自
主
財
源

の
分
担
金
負
担
金
、
手
数
料
、
寄
付

金
、
令
和
2
年
度
予
算
を
含
む
過
去

10
年
間
の
推
移
の
概
要
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

負
担
金
に
つ
い

て
は
平
成
23
年
度
5
，
9
0
0
万
円

で
あ
っ
た
が
、
保
育
料
無
料
化
、
高

速
情
報
通
信
網
事
業
の
民
間
委
託

な
ど
で
1
，
5
6
0
万
円
と
な
り
、

総
務
課
長　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
営
業

許
可
は
、
村
が
取
得
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
村
が
責
任
を
持
っ
て
出
店

を
す
る
場
合
に
限
る
と
な
っ
て
い

る
。
村
民
の
皆
さ
ん
に
貸
し
出
す
事

も
で
き
る
が
、
別
途
営
業
許
可
を
取

得
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
希
望

の
者
が
営
業
許
可
を
取
れ
る
状
況
で

あ
れ
ば
、
村
と
し
て
も
貸
し
出
し
は

可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

使
用
料
に
つ
い
て
も
同
じ
く
3
，

0
0
0
万
円
減
少
し
て
い
る
。
手
数

料
に
つ
い
て
は
微
減
で
推
移
し
て
お

り
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
落
ち
込
み
が
大
き
い
。

質
問　

分
担
金
・
負
担
金
、
使
用
料
・

手
数
料
を
含
め
た
自
主
財
源
確
保
の

現
在
の
強
化
策
と
成
果
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

使
用
料
に
つ
い
て

は
合
併
時
に
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
多
く
を
無

料
と
し
て
い
る
。上
下
水
道
使
用
料
の

見
直
し
、
消
費
税
を
反
映
し
た
見
直

し
を
お
こ
な
っ
た
が
、自
主
財
源
確
保

と
し
て
の
成
果
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。

質
問　

村
が
応
分
の
負
担
と
し
て
い

る
分
担
金
・
負
担
金
、
公
共
施
設
使

用
料
の
徴
収
に
係
る
具
体
的
な
考
え

を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

各
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
コ
ス
ト
を
明
ら
か
に
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
性
質
に
よ
り
受
益
者
負

担
と
公
費
負
担
の
比
率
を
設
定
す
る

必
要
が
あ
る
。
減
免
の
範
囲
に
つ
い

て
も
、
公
平
で
明
確
な
対
応
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

使
用
料
を
見
て
も
5
年
前
と

比
較
し
て
2
割
以
上
減
収
が
続
い
て

い
る
。
学
校
法
人
の
体
育
施
設
使
用

料
実
質
無
料
化
を
見
直
す
考
え
は
な

い
か
尋
ね
る
。

村
長　

学
校
法
人
は
村
の
知
名
度
向

上
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
貢
献
度
は

多
大
だ
。使
用
料
に
つ
い
て
は
現
状
を

維
持
し
て
い
く
。バ
ト
ミ
ン
ト
ン
体
育

館
等
使
用
料
徴
収
の
考
え
方
は
見
直

す
。
今
後
も
学
校
法
人
と
協
力
し
な

が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
づ
く

り
や
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　

平
成
30
年
度
決
算
に
お
け
る

新
公
会
計
財
務
諸
表
作
成
の
概
要

と
、そ
の
3
か
年
の
評
価
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
30
年
度
の
公

表
は
3
月
を
予
定
し
て
い
る
。
概
要

は
今
後
村
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し

た
説
明
会
の
開
催
を
検
討
す
る
。

質
問　

自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
行

政
財
産
の
一
部
を
民
間
に
貸
し
出
し

収
益
確
保
の
考
え
は
な
い
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

太
陽
光
発
電
の
た
め
公

共
施
設
の
屋
根
の
貸
し
出
し
に
つ
い

て
は
現
在
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
他

の
行
政
財
産
に
つ
い
て
も
、
そ
の
目

的
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
貸
し
出
し

を
今
後
考
え
て
い
く
。

質
問　

現
政
権
に
お
い
て
数
多
く

の
村
活
性
化
策
に
投
資
し
、
6
億
、

7
億
を
こ
え
る
経
済
効
果
が
あ
っ
た

と
口
頭
で
の
説
明
が
さ
れ
て
い
る

が
、
具
体
的
な
根
拠
性
の
あ
る
数
値

を
基
に
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
と
考

え
る
。
第
3
者
機
関
に
よ
る
投
資
効

果
の
測
定
、
及
び
評
価
を
実
施
す
る

考
え
が
あ
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

現
段
階
で
は
第
3
者
機
関
に

投
資
効
果
の
測
定
及
び
評
価
を
お
願

い
し
て
は
い
な
い
。

質
問　

第
3
者
機
関
に
委
託
し

な
い
と
す
る
と
、
新
年
度
予
算
で

1
5
0
万
円
の
計
上
の
具
体
的
使
途

を
尋
ね
る
。

村
長　

今
ま
で
筑
北
村
に
な
か
っ
た

施
設
を
作
っ
て
い
る
。教
育
委
員
会
の

見
方
も
年
間
3
万
か
ら
4
万
人
の
来

村
者
が
有
り
、そ
の
把
握
や
調
査
を
、

企
業
で
は
な
く
学
校
の
先
生
に
お
願

い
し
、学
生
が
調
査
し
た
結
果
を
先
生

が
判
断
す
る
方
法
で
考
え
て
い
る
。

質
問　

新
年
度
の
坂
井
保
育
園
の

年
少
児
、
年
中
児
、
年
長
児
8
人
の

保
育
計
画
を
尋
ね
る
。

教
育
次
長　

集
団
の
中
で
言
語
を

使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
高
め
る
た
め
に
も
両
保
育
園
の
交

Ｑ　

自
主
財
源
の
確
保

A　

使
用
料
、
減
少

本
村
の
現
政
権
に
お
け
る
投

資
効
果
の
検
証

令
和
２
年
度
の

坂
井
保
育
園
保
育
計
画

関川　修次 議員
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流
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

質
問　

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
週

3
日
ひ
ま
わ
り
保
育
園
で
の
交
流
を

予
定
し
各
行
事
も
合
同
で
お
こ
な
う

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は

坂
井
保
育
園
で
紹
介
が
さ
れ
て
い
る

通
り
小
人
数
を
活
か
し
た
よ
り
質
の

高
い
保
育
に
期
待
を
し
て
い
た
。
し

か
し
、
新
年
度
が
始
ま
る
こ
の
時
期

の
保
育
転
換
は
納
得
で
き
な
い
と
の

話
が
あ
っ
た
。
週
3
日
は
、
通
常
保

育
で
の
交
流
の
概
念
を
超
え
て
い
る

と
考
え
る
が
、
筑
北
村
教
育
委
員
会

と
し
て
減
少
す
る
園
児
数
を
見
据
え

た
今
後
の
保
育
園
運
営
の
基
本
的
な

考
え
を
改
め
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

交
流
保
育
に
つ
い
て
は
現

在
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。説
明
不
足
に

つ
い
て
は
反
省
し
て
い
る
。週
3
日
の

件
に
つ
い
て
は
、無
理
の
な
い
範
囲
で

お
こ
な
っ
て
ゆ
く
。
今
後
は
幼
児
教

育
・
保
育
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

有
識
者
を
交
え
今
後
の
保
育
の
あ
り

方
を
検
討
し
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

当
初
4
，
6
0
0
万
の
売
上

予
定
が
結
果
と
し
て
半
分
に
近
い

2
，
4
0
0
万
と
な
っ
た
原
因
を
尋

ね
る
。

観
光
課
長　

1
年
目
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
ま
ず
取
組
む
と
こ
ろ
か
ら
始

め
た
。
当
初
の
収
入
に
満
た
な
い
部

分
は
今
後
の
反
省
と
し
更
な
る
改
善

を
図
っ
て
い
く
。

質
問　

冬
場
の
集
客
が
で
き
な
い
限

り
合
宿
だ
け
で
は
同
じ
結
果
に
な

る
。
入
浴
に
特
化
し
た
営
業
形
態
に

切
り
替
え
、
坂
井
地
域
の
振
興
策
は

他
に
投
資
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

村
長　

調
査
委
託
を
含
め
て
経
営
改

善
等
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
反
省
点

を
踏
ま
え
今
年
も
取
り
組
む
。
結
果

と
し
て
改
善
が
な
け
れ
ば
営
業
形
態

の
変
更
や
閉
鎖
も
考
え
て
い
く
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
全

世
界
に
拡
大
し
日
本
で
も
終
息
の
兆

し
が
見
え
な
い
。村
の
対
策
本
部
の
対

策
内
容
と
周
知
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

対
策
本
部
を
2
月

26
日
に
立
ち
上
げ
、
村
及
び
教
育
委

員
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
基
準
や

村
職
員
の
感
染
症
対
策
等
決
定
し

た
。
関
係
団
体
と
の
連
携
は
、
社
協

に
は
情
報
提
供
等
お
こ
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
情
報
が
日
々
変
わ
る

中
で
関
係
機
関
と
は
連
携
を
と
っ
て

い
く
。

質
問　

区
長
や
各
種
団
体
等
の
関
係

者
に
は
周
知
し
て
い
る
か
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

区
長
に
は
連
絡
し

て
い
な
い
、
各
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
上

部
組
織
よ
り
注
意
点
等
連
絡
は
受
け

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
対
応

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

イ
ベ
ン
ト
や
会
議
は
基

本
的
な
事
項
を
定
め
た
。
村
や
教
育

委
員
会
主
催
は
、中
止
等
を
決
め
た
。

民
間
の
主
催
す
る
も
の
は
、
国
・
県

よ
り
の
お
願
い
を
周
知
し
て
い
る
。

質
問　

学
校
・
保
育
園
及
び
家
庭
内

の
子
供
の
対
応
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

学
校
は
休
校
、
保
育
園
は

通
常
保
育
と
し
、
家
庭
に
も
文
書
で

注
意
点
等
お
願
い
し
た
。
現
時
点
で

は
困
っ
た
と
の
家
庭
相
談
は
無
い
。

質
問　

こ
れ
か
ら
大
き
な
災
害
が
想

定
さ
れ
る
。
災
害
に
対
し
支
援
を
必

要
と
す
る
人
の
名
簿
（
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
）
を
義
務
化
さ
れ
て
い

る
。
対
象
者
と
内
訳
を
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

具
体
的
に
は
、
65

才
以
上
の
独
居
で
支
援
が
必
要
な

者
、
介
護
認
定
3
、
4
又
は
5
に
該

当
す
る
者
。
身
体
障
害
者
で
該
当
す

る
者
。
精
神
障
害
、
知
的
障
害
で
該

当
す
る
者
。
人
口
透
析
、
酸
素
吸
入

器
使
用
者
難
病
の
指
定
患
者
な
ど

だ
。
人
数
は
、
村
全
体
3
3
4
人
で
、

内
80
代
以
上
が
2
8
3
人
と
な
り
、

10
代
よ
り
80
代
以
上
ま
で
い
る
。

質
問　

名
簿
の
更
新
時
期
と
情
報
の

入
手
方
法
を
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

更
新
は
年
1
回
実

新
体
制
と
し
て
１
年
を
経
過
す

る
冠
着
荘
運
営
の
総
括
と
今
後

Ｑ　

住
民
の
安
心
・
安
全
対
応

A　

対
策
本
部
を
立
ち
上
げ

坂井保育園

佐藤　文男 議員
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施
。
村
の
関
係
部
局
や
県
知
事
、
そ

の
他
の
者
に
提
供
を
求
め
て
い
る
。

質
問　

名
簿
配
布
先
と
管
理
を
尋
ね

る
。

住
民
福
祉
課
長　

個
人
情
報
で
あ

り
、
情
報
漏
洩
を
防
止
す
る
た
め
、

担
当
地
域
に
限
定
し
た
情
報
を
民
生

委
員
の
み
配
布
、
保
管
等
指
導
管
理

し
て
い
る
。

質
問　

実
際
災
害
が
発
生
し
た
時
は

ど
こ
に
情
報
提
供
す
る
の
か
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

消
防
、
警
察
、
民

生
委
員
、
社
協
、
自
主
防
災
組
織
等

に
情
報
提
供
す
る
。

質
問　

要
支
援
者
に
対
し
地
元
住
民

の
活
動
に
つ
い
て
の
考
え
を
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

安
否
確
認
を
す
る

者
、
避
難
さ
せ
る
者
。
ま
た
、
避
難
場

所
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
、
現
在
関

係
者
で
作
業
を
進
め
て
い
る
。そ
れ
に

よ
っ
て
個
別
計
画
も
含
め
取
組
む
。

質
問　

河
川
整
備
の
現
状
を
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

毎
年
区
や
常
会
の
自
主

的
な
活
動
で
実
施
中
。
昨
年
は
38
団

体
、5
8
1
人
。年
々
高
齢
化
等
で
減

少
し
て
い
る
。河
川
管
理
者
に
は
維
持

管
理
を
要
望
し
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

沢
の
整
備
の
現
状
を
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

農
業
用
水
等
は
地
権

者
、
利
害
関
係
者
で
実
施
。
沢
が
多

く
村
が
整
備
で
き
る
沢
に
は
限
界
が

あ
る
の
で
、
青
線
等
に
限
り
整
備
し

て
い
る
。
流
失
土
砂
の
排
除
が
主
な

内
容
だ
。

質
問　

村
と
し
て
毎
年
河
川
木
を
整

備
す
る
考
え
が
あ
る
か
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

種
々
の
問
題
が
あ
る
の

で
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

タ
イ
ケ
ン
学
園
ウ
エ
ル
ネ
ス

高
校
の
誘
致
に
よ
る
人
口
増
加
と
現

状
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

村
に
今
、
在
住
を
し
て
い
る

生
徒
数
は
、41
名
。職
員
は
、7
名
だ
。

学
校
は
、
通
信
制
か
ら
全
日
制
に
変

わ
り
、
校
名
か
ら
「
筑
北
」
の
名
は

無
く
な
り
「
長
野
」
が
入
っ
た
。
校

名
が
変
わ
っ
て
も
村
の
中
で
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

質
問　

村
長
の
話
で
は
、
学
園
が
寮

を
建
設
し
て
生
徒
数
2
4
0
名
規
模

の
学
校
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
れ
な
ら
ば
冠
着
荘
を
寮
と
し
て
ど

う
か
と
村
か
ら
学
園
に
提
案
し
た
ら

ど
う
か
。
冠
着
荘
な
ら
風
呂
も
あ
る

し
部
屋
も
あ
る
。
い
か
が
か
。

村
長　

冠
着
荘
に
つ
い
て
は
、
業
態

変
更
で
タ
イ
ケ
ン
学
園
へ
の
譲
渡
の

計
画
が
あ
っ
た
が
、、
地
元
住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
ず
や
め
た
経
緯
が
あ

る
。
坂
北
に
つ
い
て
は
、「
私
有
地
だ

が
寮
を
作
る
な
ら
寄
付
し
て
も
よ

い
」
と
言
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
。

質
問　

人
口
を
増
加
す
る
に
は
、
既

存
の
も
の
を
利
用
し
た
ほ
う
が
早
い

の
で
は
、
村
長
か
ら
再
度
、
冠
着
荘

を
寮
と
す
る
提
案
を
し
て
は
、
い
か

が
か
。

村
長　

理
事
長
に
、
再
提
案
を
し
て

も
断
ら
れ
る
と
思
う
。

質
問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
が
で

き
て
か
ら
、
今
ま
で
の
登
録
件
数
を

尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

本
年
2
月
ま
で
、

本
城
地
域
25
件
、
坂
北
地
域
37
件
、

坂
井
地
域
16
件
、
合
計
78
件
だ
。

質
問　

78
件
の
内
、
課
長
が
現
実
に

見
た
結
果
、
課
長
の
評
価
は
い
か
が

か
。

企
画
財
政
課
長　

明
確
な
評
価
基
準

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
個
々

の
物
件
に
よ
っ
て
評
価
は
異
な
る
。

住
め
る
家
も
あ
る
し
、
住
め
な
い
家

も
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

質
問　

そ
の
住
め
る
家
の
件
数
を
尋

ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

把
握
し
て
い
な

い
。
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、
現
況

の
状
態
で
登
録
し
て
い
る
。
床
が
抜

け
て
い
る
な
ど
明
確
に
登
録
が
で
き

な
い
物
件
は
、
断
っ
て
い
る
が
、
移

住
希
望
者
に
は
、
す
ぐ
に
住
め
る
家

を
希
望
す
る
者
も
い
れ
ば
、
直
し
て

住
む
こ
と
を
希
望
す
る
者
も
い
る
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。

質
問　

交
通
弱
者
へ
の
行
政
サ
ー
ビ

河
川
内
の
支
障
木
整
備

高
齢
者
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

Ｑ　

移
住
者・
人
口
増
加
対
策

A　

ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
の
活
躍

河川内支障木

勝田　昇 議員
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ス
と
し
て
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
あ
る
。

現
行
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
違
っ
た
方

向
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
る

か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

現
在
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
運
行
範
囲
は
、村
内
に
限
ら
れ
て
い

る
。今
後
は
、住
民
の
利
用
頻
度
が
高

い
と
思
わ
れ
る
隣
村
の
商
店
、病
院
関

係
へ
の
乗
入
、ま
た
他
の
自
治
体
を
飛

び
超
え
る
よ
う
な
導
入
も
考
え
、
地

域
交
通
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
て
い
く
考
え
だ
。

質
問　

筑
北
村
は
他
村
と
比
べ
10
億

円
程
予
算
規
模
が
大
き
い
。
5
年
ほ

ど
は
、ハ
ー
ド
事
業
に
よ
る
投
資
が
多

く
な
る
。財
政
運
営
を
し
て
い
く
立
場

と
し
て
ど
う
考
え
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

筑
北
村
活
性
化
の
た
め
に
進

め
て
き
た
ハ
ー
ド
事
業
で
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
完
成
を
す

れ
ば
計
画
が
終
了
と
い
う
形
に
な

る
。
予
算
規
模
に
つ
い
て
は
、
近
隣

の
合
併
し
な
か
っ
た
村
の
予
算
で
約

20
億
だ
。
筑
北
村
は
、
3
村
合
併
な

の
で
3
倍
し
た
ら
筑
北
村
予
算
を
上

回
る
。
任
期
中
は
、
こ
れ
以
上
の
予

算
規
模
に
は
し
な
い
。

質
問　

世
代
間
公
平
の
考
え
方
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

道
路
や
建
物
な
ど

現
在
作
っ
た
も
の
も
、将
来
生
れ
て
来

る
子
も
含
め
て
使
う
と
い
う
こ
と
だ
。

質
問　

タ
イ
ケ
ン
学
園
が
施
設
を

使
っ
た
と
き
、
応
分
の
負
担
を
し
な

け
れ
ば
と
思
う
が
い
か
が
か
。

企
画
財
政
課
長　

学
校
法
人
に
つ
い

て
は
、
条
例
に
基
づ
い
て
減
免
し
て

い
る
。

質
問　

タ
イ
ケ
ン
学
園
が
使
用
し
て

い
る
施
設
は
、
財
政
の
痛
み
を
伴
っ

て
無
償
で
提
供
す
る
施
設
だ
。
タ
イ

ケ
ン
学
園
は
、全
国
規
模
の
法
人
だ
。

少
し
く
ら
い
の
痛
み
を
村
長
か
ら
お

願
い
し
て
も
ら
い
た
い
が
い
か
が

か
。

村
長　

学
園
の
考
え
は
先
ほ
ど
の
答

弁
の
と
お
り
だ
。
議
員
に
も
理
解
を

し
て
欲
し
い
。
村
の
発
展
の
た
め
に

決
め
た
こ
と
だ
。
議
員
と
し
て
も
そ

れ
を
活
か
し
て
欲
し
い
。
影
で
は
、

輪
を
か
け
た
こ
と
を
し
て
い
る
議
員

も
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
村
の
た
め

に
活
動
を
お
願
い
し
た
い
。

質
問　

我
々
も
、
も
っ
と
勉
強
し
、

村
長
も
発
展
の
為
に
尽
力
す
る
こ
と

を
希
望
す
る
。

質
問　

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
対
策

に
つ
い
て
、
耐
震
化
は
概
ね
終
了
し

て
い
る
。
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
る
に
は
、
雨
漏
り
を
防
ぎ
、
屋
根

の
状
態
を
保
つ
こ
と
が
大
事
だ
が
、

令
和
2
年
度
予
算
に
は
、
聖
南
中
学

校
の
体
育
館
等
の
施
設
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
の
修
繕
費
が
予
算
化
さ
れ
て

い
な
い
。ど
う
い
う
こ
と
か
尋
ね
る
。

村
長　

令
和
2
年
度
予
算
に
は
、
長

寿
命
化
と
し
て
の
予
算
は
計
上
し
て

い
な
い
。
聖
南
中
学
校
体
育
館
の
屋

根
塗
装
等
に
よ
る
修
繕
工
事
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
予
算
要
求

が
あ
り
検
討
し
た
。
し
か
し
、
学
校

施
設
に
係
る
補
助
金
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業
実
施

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
実

施
を
翌
年
度
以
降
に
送
っ
た
。
一
部

で
劣
化
の
進
ん
で
い
る
施
設
も
あ

る
。
策
定
を
進
め
て
い
る
個
別
施
設

管
理
計
画
に
基
づ
き
改
修
・
修
繕
に

係
る
各
年
度
の
予
算
を
平
準
化
し
て

順
次
長
寿
命
化
を
実
施
し
た
い
。

教
育
長　

聖
南
中
学
校
体
育
館
の
屋

根
の
音
の
問
題
だ
が
、
令
和
2
年
度

予
算
要
求
を
し
た
が
、
村
長
答
弁
の

と
お
り
補
助
金
を
含
め
て
財
源
を
再

度
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。他
の
公
民

館
等
に
つ
い
て
も
早
期
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
は
、必
要
で
あ
り
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

計
画
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し

て
い
く
こ
と
が
長
寿
命
化
に
つ
な
が

る
の
で
検
討
願
い
た
い
。

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算

Ｑ　

公
共
施
設
の
長
寿
命
化

A　

予
算
の
平
準
化

前山　健治 議員

聖南中学校体育館
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質
問　

3
つ
の
温
泉
施
設
会
計
へ
の

令
和
元
年
度
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

金
の
額
に
つ
き
尋
ね
る
。

観
光
課
長　

3
つ
の
温
泉
施
設
会
計

へ
合
計
で
7
，
1
0
0
万
円
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
先
刻
ご

承
知
の
と
お
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
影
響
で
、
予
約
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
て
お
り
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
金
が
必
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

温
泉
施
設
運
営
等
検
討
委
員

会
が
あ
る
。
委
員
構
成
は
、
10
名
と

分
か
っ
た
。
委
員
会
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

観
光
課
長　

今
後
の
温
泉
施
設
の
方

向
性
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
、調
査
、

研
究
・
審
議
を
し
て
村
長
に
提
言
し

て
も
ら
う
位
置
づ
け
だ
。
最
終
的
な

決
定
権
は
、
管
理
者
で
あ
る
村
長
に

あ
る
が
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
検
討
を

お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
の
施
設

の
あ
り
方
を
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ

る
わ
け
で
も
な
い
た
め
、そ
ち
ら
に
つ

い
て
も
早
い
段
階
で
方
向
性
を
だ
し

て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

村
長　

温
泉
施
設
の
あ
り
か
た
に
つ

い
て
は
、最
終
的
な
判
断
を
す
る
の
は

村
長
と
な
る
。た
だ
、温
泉
施
設
運
営

等
検
討
委
員
会
が
あ
る
た
め
、
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、委
員
会
か
ら

の
提
言
を
受
け
て
判
断
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
。冠
着
荘
で
言
え
ば
、令
和

元
年
度
は
、
夏
ま
で
は
合
宿
が
好
調
、

冬
は
不
調
と
な
っ
た
。
令
和
2
年
度

も
、
や
る
だ
け
の
こ
と
を
お
こ
な
い
、

同
じ
状
況
と
な
れ
ば
何
ら
か
の
決
断

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
転
出
・
転
入
差
は
郡
内
で
89
人
の

減
で
、
当
村
は
84
人
減
で
群
内
の

94
％
を
占
め
た
。
残
念
な
が
ら
近
隣

村
に
比
較
し
て
も
減
少
率
が
非
常
に

高
い
。
第
2
期
戦
略
策
定
に
向
け
、

第
1
期
取
組
の
評
価
と
新
た
な
創
生

戦
略
が
あ
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

平
成
27
年
度
に
第
1
期
戦
略

を
策
定
し
、
5
つ
の
基
本
目
標
を
掲

げ
新
た
な
強
み
と
、
活
力
を
生
み
出

す
5
年
間
と
し
て
の
取
組
だ
。
28
項

目
の
数
値
目
標
を
設
定
し
、
半
数
以

上
の
15
項
目
で
目
標
を
達
成
し
、一
定

の
成
果
を
上
げ
た
。第
2
期
目
は
、1

期
で
根
づ
い
た
地
方
創
生
の
意
識
や

取
組
を
継
続
し
、
筑
北
村
の
強
み
と

価
値
に
磨
き
を
か
け
人
口
増
加
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
。

質
問　

豪
雨
災
害
か
ら
5
ヶ
月
経
過

し
、
災
害
箇
所
も
確
認
さ
れ
、
復
旧

済
・
工
事
中
・
発
注
待
ち
の
状
況
だ
。

復
旧
復
興
に
向
け
て
直
面
す
る
課
題

と
こ
の
災
害
を
機
に
着
手
し
た
こ
と

を
尋
ね
る
。

村
長　

職
員
・
施
工
業
者
不
足
、
林

地
災
害
補
助
事
業
の
拡
充
、
林
地
所

有
者
の
未
確
定
等
の
課
題
が
あ
っ
た
。

質
問　
「
第
1
期
地
方
創
生
総
合
戦

略
」
が
今
年
度
末
に
終
了
す
る
。
人

口
対
策
等
を
推
進
し
て
き
た
が
、
県

内
77
市
町
村
49
自
治
体
で
は
人
口
減

と
な
り
、
東
筑
摩
郡
内
で
も
2
8
1

人
減
で
あ
る
が
、
当
村
は
1
4
6
人

の
減
で
群
内
の
52
％
を
占
め
、
そ
し

ま
た
、
全
地
域
に
避
難
勧
告
を
発
令

し
、
手
探
り
状
態
で
の
運
営
だ
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
区
長
・
避
難
所
開
設

職
員
・
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
等
に
よ
り
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
意
見
を
踏
ま
え
指
定
避
難
所
の

公
民
館
の
耐
震
工
事
、
空
調
工
事
を

予
算
化
し
た
。
備
蓄
品
で
は
、
毛
布
・

エ
ア
ー
マ
ッ
ト
・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・

ス
ト
ー
ブ
等
を
補
充
整
備
す
る
。

質
問　

高
齢
運
転
者
の
事
故
が
増
加

し
て
い
る
。
高
齢
者
は
と
っ
さ
の
判

断
や
動
作
の
不
都
合
か
ら
ア
ク
セ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
踏
み
間
違
い
や
す
い
傾

向
が
あ
る
。
自
動
車
緊
急
発
進
防
止

装
置
（
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
防
止
）

の
後
付
け
工
事
へ
の
補
助
制
度
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

令
和
元
年
度
、
当
村
の

人
身
事
故
は
11
件
、
高
齢
者
が
7
件

事
故
に
か
か
わ
っ
た
。後
付
の
ペ
ダ
ル

踏
み
間
違
い
装
置
は
、国
の
補
助
制
度

が
1
月
末
に
成
立
し
、
満
65
歳
以
上

を
対
象
に
、
3
月
9
日
か
ら
申
請
開

始
と
な
っ
た
。ま
た
、急
発
進
防
止
付

き
新
車
登
録
に
対
し
て
も
補
助
制
度

が
あ
る
。村
独
自
で
国
の
基
準
以
上
の

Ｑ　

筑
北
村
ま
ち
・
ひ
と
・

　
　

し
ご
と
創
生
戦
略

A　

取
組
を
継
続

台
風
19
号
災
害
の
教
訓
と
指

定
避
難
所
の
整
備

高
齢
運
転
者
の
事
故
防
止

温
泉
施
設

小山　正博 議員
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補
助
導
入
は
今
後
検
討
し
た
い
。

質
問　

全
世
界
的
に
大
問
題
と
な
っ

て
い
る
、
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
長
野
県

に
て
も
発
症
し
、
教
育
環
境
を
含
め

住
民
生
活
に
か
つ
て
な
い
影
響
が
あ

る
。
予
防
対
策
等
を
広
報
し
て
い
る

が
、
村
経
済
へ
の
影
響
を
尋
ね
る
。

村
長　

村
全
体
の
影
響
は
、
把
握
で

き
て
い
な
い
が
、
温
泉
施
設
で
は
、

と
く
ら
約
5
4
8
万
円
、
坂
北
荘
約

33
万
円
、
冠
着
荘
約
1
7
5
万
円
の

計
7
5
6
万
円
減
収
見
込
み
だ
。
他

に
商
工
会
で
は
、
運
転
資
金
の
融
資

を
依
頼
し
て
い
る
企
業
も
あ
り
、
影

響
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。

の
活
動
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
保
護
者

の
方
に
も
可
能
な
範
囲
で
お
願
い
を

す
る
。④
中
学
校
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
行
政
内
部
で
使
用
す
る
。そ
の

後
区
や
常
会
で
の
利
用
、
そ
の
後
村

民
へ
と
周
知
し
て
い
く
予
定
だ
。

質
問　

①
各
種
健
診
の
受
診
目
標
に

対
し
、
受
診
率
向
上
を
す
る
た
め
の

課
題
②
健
康
増
進
に
は
幼
年
期
か
ら

指
導
や
健
康
教
育
等
が
大
事
と
思
う

が
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
た
事
業

を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。
③
健
康
増

進
策
の
柱
と
、
令
和
2
年
度
以
降
の

施
策
の
重
点
目
標
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

①
受
診
率
向
上
の

質
問　

①
給
食
棟
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
作
業
日
程
に
つ
い
て
②
引
っ
越

し
作
業
と
開
校
に
向
け
た
主
だ
っ
た

準
備
内
容
と
日
程
に
つ
い
て
③
開
校

時
の
通
学
路
、
及
び
通
学
バ
ス
乗
車

の
安
全
対
策
、
現
状
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
④
現
筑
北
小
学
校
に
残
っ

た
備
品
等
の
処
分
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
次
長　

①
給
食
棟
の
進
捗
状
況

は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
3
月
19
日

に
建
築
確
認
、
保
険
所
と
、
消
防
署

の
検
査
を
受
け
る
。
26
日
竣
工
式
、

27
日
に
引
き
渡
し
を
受
け
栄
養
士
、

調
理
員
に
よ
る
作
業
工
程
の
確
認
を

お
こ
な
う
予
定
だ
。
4
月
7
日
か
ら

給
食
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
準
備
し

た
い
。
②
3
月
16
日
か
ら
引
っ
越
し

準
備
、
18
・
19
日
学
校
職
員
の
ほ
か
、

村
職
員
も
協
力
し
て
引
っ
越
し
作
業

を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。
学
校
名

の
変
更
、パ
ソ
コ
ン
等
の
シ
ス
テ
ム
変

更
、
放
送
設
備
の
改
修（
下
校
時
の

時
間
の
お
知
ら
せ
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

発
車
時
刻
の
お
知
ら
せ
の
音
楽
を
自

動
で
流
せ
る
よ
う
に
す
る
）
③
登
校

時
・
下
校
時
の
乗
り
降
り
す
る
バ
ス

停
に
つ
い
て
各
家
庭
と
調
整
し
、
通

知
を
し
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
ま
と

ま
っ
て
登
校
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。
ま
た「
見
守
り
隊
」

た
め
特
定
健
診
で
は
、
40
歳
以
上
の

5
歳
き
ざ
み
の
節
目
で
県
診
療
の
無

料
化
、
国
保
の
35
歳
か
ら
39
歳
の
健

診
料
の
無
料
化
な
ど
を
お
こ
な
う
。

ま
た
、健
診
後
は
戸
別
訪
問
に
よ
り
、

健
診
結
果
説
明
を
お
こ
な
い
、
ハ
イ

リ
ス
ク
対
象
者
に
は
継
続
し
た
保
険

指
導
と
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
栄
養

士
の
糖
尿
病
教
室
を
継
続
し
て
い

る
。
②
4
ヵ
月
か
ら
3
歳
児
検
診
時

に
お
い
て
、
教
材
を
用
い
た
食
生
活

指
導
の
ほ
か
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
保
健
師
、
助
産
師

に
よ
る
個
別
指
導
も
お
こ
な
っ
て
い

る
。
小
中
の
養
護
教
諭
と
の
連
絡
会

を
開
催
し
、
肥
満
な
ど
の
健
康
教
育

を
実
施
し
て
い
る
。③
生
活
習
慣
病
、

特
に
糖
尿
病
性
腎
症
の
重
症
化
予
防

に
保
健
師
、
栄
養
士
、
健
康
運
動
指

導
士
が
一
体
と
な
り
取
組
ん
で
い

る
。
今
年
度
の
新
規
事
業
は
、
75
歳

以
上
の
方
々
に
対
す
る
介
護
保
険
と

保
険
事
業
の
一
体
的
事
業
の
展
開
。

高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
個
別
指

導
や
集
団
で
の
健
康
教
育
を
実
施
し

て
い
く
予
定
だ
。

Ｑ　

新
筑
北
小
学
校
開
校
に

　
　

伴
う
準
備
状
況

A　

順
調
に
進
ん
で
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
C
O
V
I
D
ー
19
）
対
応

住
民
の
健
康
増
進

新筑北小学校

中村　弘 議員
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全会一致で可決された議案等
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

専決処分の承認を求めることについて（承認）
（令和元年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第 4 号）） 承認

令和 2 年度筑北村バス事業特別会計予算 可決

令和 2 年度筑北村国民健康保険特別会計予算 〃

令和 2 年度筑北村国民健康保険診療所特別会計予算 〃

令和 2 年度筑北村後期高齢者医療特別会計予算 〃

令和 2 年度筑北村介護保険特別会計予算 〃

令和 2 度筑北村宅地造成事業特別会計予算 〃

令和 2 年度筑北村とくら温泉施設特別会計予算 〃

令和 2 年度筑北村差切峡温泉施設特別会計予算 〃

令和 2 年度筑北村簡易水道事業特別会計予算 〃

令和 2 年度筑北村集落排水事業特別会計予算 〃

令和 2 年度筑北村合併浄化槽事業特別会計予算 〃

令和２年３月定例会審議内容
賛否の割れた議案（○は賛成、× は反対）

件　　名
各　議　員　の　賛　否

議決の
結果太

田
西
澤

横
山

関
川

佐
藤

勝
田

前
山

小
山

中
村

吉
池

鎌
田

令和 2 年度筑北村一般会
計予算 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

令和 2 年度筑北村冠着温
泉施設特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

令和元年度筑北村冠着温
泉施設特別会計補正予算
（第 2 号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

筑北村駐車場設置条例の
一部を改正する条例につ
いて

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決

長野県町村公平委員会を
共同設置する地方公共団
体の数の減少及び規約の
変更について

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
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令和元年度筑北村一般会計補正予算（第 5 号） 可決

令和元年度筑北村バス事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃

令和元年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 〃

令和元年度筑北村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第 2 号） 〃

令和元年度筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号） 〃

令和元年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第 4 号） 〃

令和元年度筑北村宅地造成事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃

令和元年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第 5 号） 〃

令和元年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第 4 号） 〃

令和元年度筑北村簡易水道事業特別会計補正予算（第 4 号） 〃

令和元年度筑北村集落排水事業特別会計補正予算（第 3 号） 〃

令和元年度筑北村合併浄化槽事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃

筑北村附属機関設置条例について 〃

筑北村監査委員条例の一部を改正する条例について 〃

筑北村職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について 〃

筑北村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例について 〃

筑北村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について 〃

筑北村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について 〃

筑北村公営住宅等管理及び整備基準に関する条例の一部を改正する条例について 〃

筑北村村道の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例について 〃

筑北村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例 〃

穂高広域施設組合の共同処理する事務の変更に伴う穂高広域施設組合規約の変更につ
いて 〃

東筑摩郡筑北保健衛生施設組合の解散について 〃

東筑摩郡筑北保健衛生施設組合の解散に伴う財産処分について 〃

村道路線の廃止について 〃

過疎地域自立促進計画の変更について 〃

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書（発議） 〃

件　　　　　　　　　　名 議決の結果
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新型コロナウイルス感染症対策で下記の対策を実施します。ご理解・ご協力をお願い
いたします。

令和２年６月定例会の傍聴についてのお願い

村民の皆様方と議会議員との
懇談会のテーマ決定

今年度の村民の皆様方と議会議員との懇談会のテーマを決定しました。
今回は「女性議員を増やす方策等を考える」というテーマで、昨年と同様に車座方

式または、パネルディスカッションによる幅広い皆様との意見交換会を企画します。
開催時期については、秋を予定しています。

記

１懇談会の内容

1 議会報告（現状の取組、課題及び議会への要望）
　総務、社会文教及び建設産業の各常任委員長

2 （1）講演等

（2）意見交換会
① 女性議員を増やすための方策
② 意見交換の結果発表

※ファシリテーター（調整役）または、コーディネータ（司会・まとめ役）は現在調整中です。
※新型コロナウイルス感染症によるイベント等の開催基準に照らし開催が秋以降に延期とな

る可能性があります。

1 入場する前にアルコール消毒液で手・指の消毒をお願い致します。

2 咳やくしゃみ等の症状のある方は、マスクやティッシュ・ハンカチ、袖を使って
口や鼻を押さえる咳エチケットを必ずおこなってください。

3 激しい咳の症状が見られる方につきましては、退席をお願いする場合もあるこ
とをご了承ください。

4 隣り合って座ることを避けるため傍聴席の一部を使用禁止とさせていただきま
す。本会議の模様は、自主放送チャンネル（高速情報通信網移行工事の終了のお
宅）または、文字放送チャンネル（高速情報通信網移行工事が未終了のお宅）で
ご覧いただけます。
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投票区の統合につきましては、これまでもお伝えしてきましたが、今回は、投票所ま
での移動距離が長くなる有権者の皆様の投票に配慮した取り組みについて説明いたし
ます。

現在、選挙管理委員会で検討しているのは、「移動期日前投票所」です。「移動期日前投
票所」とは、投票所の機能を備えた車であらかじめ指定する場所（統合された旧4投票区
を予定）に移動し車を投票所として開設することにより投票の機会を確保するものです。

移動期日前投票所について

有権者の皆様へ
筑北村選挙管理委員会
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4
月
6
日
の
筑
北
小
学
校
、
聖
南

中
学
校
の
新
学
期
ス
タ
ー
ト
に
合
わ

せ
、
今
年
度
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
も
開
始
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
教
職
員
の
他
、
民
生
児

童
委
員
や
子
ど
も
見
守
り
隊
の
方
が

見
守
る
中
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
バ
ス
停
に
集
ま
り
、
バ
ス
に
乗
車

し
、
学
校
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

2
日
目
か
ら
は
小
中
学
校
と
も
新

1
年
生
が
加
わ
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

で
登
校
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

学
校
が
す
ぐ
に
休
校
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
臨
時
登
校
の
際
に
も

安
全
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
登
校
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
心
配
さ
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

バ
ス
を
運
行
す

る
際
に
は
車
内

の
消
毒
や
換
気

を
行
い
、
で
き

る
だ
け
感
染
リ

ス
ク
を
軽
減
す

る
よ
う
努
め
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
が

続
き
、
終
息
が
見
通
せ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

長
野
県
内
で
も
感
染
が
拡
大
し
て

お
り
、
学
校
や
、
保
育
園
は
、
ひ
と

た
び
感
染
が
起
こ
る
と
、
集
団
感
染
、

地
域
へ
の
感
染
拡
大
の
要
因
と
な
る

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
村

内
の
小
中
学
校
で
も
臨
時
休
業
、
登

校
時
間
の
縮
減
等
の
措
置
を
こ
れ
ま

で
も
と
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
保

育
園
で
は
、
自
由
登
園
や
希
望
保
育

の
体
制
を
と
り
、
家
庭
で
保
育
で
き

る
場
合
は
、
登
園
を
控
え
て
い
た
だ

く
等
の
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
特
に
ご
負

担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
学
校
や
保

育
園
で
の
感
染
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
ま
ず
は
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控

え
た
り
、「
3
密
」
を
避
け
る
行
動
を

と
っ
た
り
す
る
な
ど
、
周
囲
の
大
人

が
、
子
ど
も
の
感
染
を
極
力
防
ぐ
行

動
を
心
が
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◇
開
校
式
・
入
学
式

4
月
6
日
に
、
2
年
生
か
ら
6
年

生
ま
で
の
在
校
生
の
み
な
さ
ん
と
、

教
職
員
の
み
な
さ
ん
、
村
議
会
議
長

ほ
か
来
賓
の
方
々
立
会
い
の
も
と
、

新
筑
北
小
学
校
の
開
校
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

関
川
村
長
が
“
新
”
筑
北
小
学
校

の
開
校
を
宣
言
し
、
初
代
校
長
と
し

て
久
保
田
雅
樹
先
生
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の

後
、久
保
田

校
長
に
宮

下
教
育
長

か
ら
筑
北

小
学
校
の

校
旗
が
手

渡
さ
れ
ま

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、3
月
の
初
め
か
ら
臨
時

休
校
と
な
り
、長
い
休
業
明
け
で
し
た

が
、児
童
の
み
な
さ
ん
も
静
か
に
式
が

進
む
様
子
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

入
学
式
は
、開
校
式
、始
業
式
終
了

後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
23
人
の
1
年
生
が
入
学
し
、

全
校
で
1
5
2
人
の
児
童
が
そ
ろ
い
、

“
新
”
筑
北
小
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
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令
和
2
年
4
月
、
筑
北
小
学
校
と

坂
井
小
学
校
が
統
合
し
、
新
筑
北
小

学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
2
0
0
食
の
給
食
を
調
理
で
き

る
新
し
い
給
食
棟
が
稼
働
し
始
め
ま

し
た
。

ほ
と
ん
ど
新
品
の
調
理
器
具
が
そ

ろ
っ
た
調
理
室
。
ピ
カ
ピ
カ
の
給
食

室
に
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
と
同

時
に
不
安
な
気
持
ち
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
3

月
26
日
の
竣
工
式
か
ら
4
月
7
日
の

給
食
開
始
ま
で
2
週
間
弱
。
引
っ
越

し
作
業
か
ら
、
衛
生
的
に
調
理
す
る

準
備
を
整
え
る
に
は
、
期
間
が
短
か

か
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
子
ど
も

達
が
安
心
し
て
お
い
し
い
給
食
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
調
理

員
さ
ん
達
が
必
死
で
作
業
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
4
月
3
日
に
は
先
生
方

や
教
育
委
員
会
の
み
な
さ
ん
に
試
食

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
4
月
7
日
。
ま
だ

慣
れ
な
い
調
理
器
具
で
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
、
何
と
か
給
食
の
時
間
ま

で
に
調
理
を
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
も
、
今
ま
で
よ
り
大
き

い
食
缶
や
約
30
人
分
の
食
器
の
入
っ

た
重
い
か
ご
を
2
階
・
3
階
ま
で
運

ば
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

何
人
分
も
の
給
食
を
盛
り
付
け
、
配

ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
ま
で

と
比
べ
た
ら
、
大
変
だ
と
感
じ
る
作

業
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
で
も
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
、
無
事
1
日
目
の
給
食
の
時
間
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
毎
日
こ
の
給
食
室
で

給
食
を
作
り
ま
す
。

新
し
い
施
設
は
気
持
ち
が
よ
い
で

す
が
、
慣
れ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
で
も
、
子
ど
も
達
が
学

校
で
お
い
し
く
安
全
に
給
食
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し

て
子
ど
も
達
か
ら
「
お
い
し
か
っ
た

よ
!
」
と
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

調
理
員
さ
ん
と
と
も
に
日
々
試
行
錯

誤
し
て
い
き
ま
す
!

「
お
し
ゃ
べ
り
」し
ま
し
ょ
う

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広

が
り
、緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、

外
出
の
自
粛
や
学
校
の
休
校
な
ど
、

日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

感
染
患
者
が
都
市
部
中
心
に
増

え
、
次
第
に
私
た
ち
の
身
の
回
り

に
も
、感
染
が
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。ネ
ッ
ト
上
に
は
情
報
が
溢
れ
る

ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、何
が
事
実
で
何

を
信
じ
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

と
、不
安
を
感
じ
る
方
も
増
え
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

過
去
に
も
、
17
世
紀
に
ペ
ス
ト

が
流
行
し
た
時
に
イ
タ
リ
ア
で
は
、

「
外
国
人
は
危
な
い
と
い
う
決
め
つ

け
、感
染
源
の
執
拗
な
捜
索
、専
門

家
軽
視
、
不
確
か
な
デ
マ
の
広
が

り
、生
活
必
需
品
の
略
奪
」な
ど
が

流
行
し
ま
し
た
。

人
間
は
、
目
に
見
え
な
い
敵
に

脅
か
さ
れ
る
と
、本
能
的
に
そ
こ
ら

中
に
敵
が
い
る
よ
う
に
感
じ
、周
り

に
い
る
普
通
の
人
ま
で
も
、脅
威
と

み
な
し
て
し
ま
う
と
い
う
と
い
う

危
険
性
が
あ
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、東
日
本
大
震
災
の
時
に

こ
う
い
う
事
例
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
被
災
し
た
女
性
達
が
給
水
車

の
長
い
列
に
並
ん
で
い
る
時
、前
後

に
並
ぶ
人
と
、た
わ
い
も
な
い
お
し

ゃ
べ
り
を
し
、愚
痴
を
言
い
合
っ
た

こ
と
が
、後
で
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

と
て
も
救
い
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で

自
分
や
家
族
が
か
か
り
は
し
な
い

か
、い
つ
お
さ
ま
る
の
か
、
収
入
が

減
っ
て
ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
て

い
っ
た
ら
い
い
か
、
な
ど
の
不
安

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
そ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ

そ
、
か
え
っ
て
弱
音
を
は
き
や
す

い
状
況
に
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

今
大
切
な
の
は
、
み
ん
な
で
お
互

い
さ
ま
と
、辛
さ
を
話
し
た
り
、聞

い
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
友
達
と
、
夫
婦
で
、
親
子

で
、じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、

近
所
の
人
な
ど
、
周
り
の
人
と
気

軽
に
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
、愚
痴
を
、言
い
合
っ
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
話
す
こ
と
で
、

き
っ
と
不
安
な
気
持
ち
や
疲
れ
が

取
れ
て
、ホ
ッ
と
一
息

で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

心
の
伝
言
板
�
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年間を通して、皆さんが健康で生きがいをもてるような講座を今年度も計画しています。
大勢の皆さんのご参加をお待ちしています。

各 種 行 事 予 定
筑 北 シ ニ ア 大 学

回 日　程 内　容 回 日　程 内　容

1 6月16日（火） 開講式・講演会 5 12月 1日（火） 映画から学ぼう

2
7月 7日（火）

村外講座
6 1月19日（火） これから役立つ終活講演会

14日（火） 7 2月16日（火） ケガ・病気防止講演会

3 9月15日（火） スポーツを楽しもう 8 3月 2日（火） 閉講式・講演会

4 10月20日（火） 歌声喫茶秋の歌
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今年度も「子ども活動支援グループ」「資料館整備グループ」「文化財案内グループ」に
に分かれて活動していきます。

令和 2年度　筑北村文化祭について
昨年度まで10月下旬に開催していた文化祭ですが、他の行事と重なってしまうことから、

今年度は 11 月 7 日（土）から 9 日（月）までの 3 日間で開催することとしました。11 月
7 日（土）には、ステージ発表も予定しています。皆様の発表の場所として、大勢の皆様
に盛りあげていただきたいと思います。詳細については後日お知らせします。

※上記以外にも社会体育関係の講座や大会・社会教育関係の講座等を予定しています。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため各種事業が中止や延期になる場合があります。

令 和 ２ 年 度　 公 民 館
生 涯 学 習 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア 実 践 講 座

各 種 大 会 ・ イ ベ ン ト

回 日　程 内　容 回 日　程 内　容

2 6月11日（木） グループ研修 7 12月10日（木） グループ研修

3 7月 9日（木） グループ研修 8 1月14日（木） グループ研修

4 9月10日（木） グループ研修 9 2月17日（水） グループ研修

5 10月 8日（木） 文化祭準備 10 3月 5日（金） 閉講式・活動報告

6 11月17日（火） 全体研修

日　程 内　容

中　止 坂北地域　分館対抗ソフトボール・ソフトバレーボール大会（6月7日（日））

8月14日（金） 本城地域　ふるさと野球大会

8月15日（土） 筑北村成人式

8月15日（土） 坂北地域　分館対抗野球大会

9月 6日（日） 坂井地域　分館対抗ソフトボール大会

9月13日（日） 本城地域　分館対抗球技大会　ソフトボール・ソフトバレーボール

10月 4日（日） スポーツフェスティバル

11月 7日（土）
〜9日（月）

筑北村文化祭
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『
や
る
気
』『
挑
戦
』『
自
信
』

令
和
2
年
度
、
筑
北
村
の
全
中
学

生
が
集
い
、新
生
聖
南
中
学
校
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。「
予
測
が
困
難
な
変

化
の
厳
し
い
こ
れ
か
ら
の
時
代
」を
生

き
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

子
ど
も
た
ち
。そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が

身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
力
を
、聖
南
中
学
校
で
は『
や
る
気
』

『
挑
戦
』『
自
信
』を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
次

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

「
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
し
て
自
分
事

と
し
て
引
き
受
け（
や
る
気
）、
問
い

続
け（
挑
戦
）、
他
と
つ
な
が
り
な
が

ら
納
得
で
き
る
解
を
導
き
だ
し
行
動

す
る（
自
信
）」こ
と
が
で
き
る
力
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
今

の
状
況
は
、
ま
さ
に
『
や
る
気
』『
挑

戦
』『
自
信
』
の
力
が
必
要
な
状
況
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
度

は
、こ
の『
や
る
気
』『
挑
戦
』『
自
信
』

の
力
の
育
成
に
向
け
て
、『
ふ
る
さ

と
学
習
』（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
き
た
聖
南
中
学
校
。
今
年
度
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち
が
地

域
に
出
て
行
き
ま
す
。
地
域
の
問
題

に
確
か
に
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

き
っ
と
主
体
的
な
姿
を
見
せ
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
き
っ
と
同

じ
願
い
を
共
有
し
た
友
と
協
働
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。
地
域

の
皆
様
、
そ
ん
な
中
学
生
の
姿
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
今
年
度
も
お
世

話
に
な
り
ま
す
。

筑
北
小
学
校
開
校
に
あ
た
っ
て

関
川
村
長
よ
り
宣
言
を
い
た
だ
き
、

筑
北
小
学
校
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

き
り
ま
し
た
。
統
合
に
向
け
て
今
ま
で

様
々
な
方
の
ご
尽
力
が
あ
っ
た
こ
と
を

思
う
と
、
宮
下
教
育
長
か
ら
託
さ
れ
た

校
旗
の
重
み
を
一
層
強
く
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
学
校
職
員
も
何
度
も
打
ち
合
わ

せ
を
重
ね
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
児

童
の
皆
さ
ん
も
沢
山
交
流
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
つ
い
に
ひ
と
つ
に
な
る
時

が
来
ま
し
た
。

入
学
式
の
翌
日
、
バ
ス
乗
り
場
ま
で

一
緒
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
お
家
の
方
や

見
守
り
隊
の
方
々
に
見
送
ら
れ
て
、
元

気
よ
く
登
校
し
て
く
る
本
城
・
坂
北
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
近
所
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て

一
列
で
歩
い
て
く
る
坂
井
地
域
の
子
ど

も
た
ち
。
そ
の
列
の
後
ろ
に
は
や
は
り

お
家
の
方
が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
り
、

声
が
け
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
が
気
に
か
け

て
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
実
感
し
、

大
変
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

ひ
と
つ
の
村
に
ひ
と
つ
の
小
学
校
と

な
っ
た
今
、
村
全
体
が
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
教
室
で
す
。
友
だ
ち
、
先
生
、

地
域
の
人
や
も
の
と
つ
な
が
り
、
学
び

続
け
自
信
を
持
っ
て
輝
く
人
を
め
ざ
す
。

そ
ん
な
願
い
を
持
っ
て
職
員
一
同
、全
校

児
童
と
と
も
に
開
か
れ
た
学
校
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

筑
北
村
は
、
英
語
教
育
や
キ
ャ
リ
ア

教
育
等
の
先
進
的
な
取
り
組
み
、
手
厚

い
教
育
相
談
や
支
援
の
体
制
づ
く
り
、

英
検
・
漢
検
検
定
料
の
助
成
な
ど
、
教

育
に
対
し
て
大
変
力
を
入
れ
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、統
合
し
た
筑
北

小
学
校
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
注
力
し

た
い
の
は「
ふ
る
さ
と
学
習
」の
取
り
組

み
で
す
。
昨
年
度
、
村
内
3
校
の
校
長

会
で「
ふ
る
さ
と
学
習
」を
積
極
的
に
進

め
る
た
め
の
支
援
を
村
に
要
望
し
た
と

こ
ろ
、
今
年
度
よ
り
助
成
金
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
習
の
場
を
村
内
各
地
域
に
求
め
、

学
校
か
ら
積
極
的
に
外
に
出
て
学
ぶ
機

会
が
一
層
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。大

変
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

聖
南
中
学
校
長
紹
介

筑
北
小
学
校
長
紹
介

櫻井　清志
校長先生

久保田　雅樹
校長先生
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①
趣
味
・
特
技
は
?

②
筑
北
村
の
第
一
印
象
は
?

③
自
己
P
R
を

①
パ
ン
屋
さ
ん
、絵
本
美
術
館
め
ぐ
り
。

②
高
山
村
か
ら
来
た
の
で
、開
け
て
い

て
平
ら
だ
な
ぁ
、と
思
い
ま
し
た
。

③「
い
つ
も
笑
顔
」が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

笑
い
声
が
大
き
す
ぎ
て
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
す
。

①
趣
味
は
、フ
ル
ー
ト
演
奏
で
す
。

②
の
ど
か
で
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の

び
育
っ
て
い
て
、素
敵
な
村
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

③
初
め
て
赴
任
し
た
学
校
が
聖
南
中

学
校
で
本
当
に
良
か
っ
た
な
、と
思

う
毎
日
で
す
。
子
ど
も
達
の
為
に

こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
皆
様
に
も
た
く
さ
ん

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

①
映
画
鑑
賞（
洋
画
）・
球
技
ス
ポ
ー

ツ（
特
に
野
球
）

②
空
気
が
透
き
通
っ
て
い
て
、と
て
も

の
ど
か
な
村
。

③
何
事
に
も
納
得
が
い
く
ま
で
追
求

す
る
性
格
な
の
で
、
そ
れ
を
活
か

し
て
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
て
い
き
た
い
。ま
た
、元
気
は
誰

に
も
負
け
な
い
自
信
が
あ
り
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
に
負
け
な
い
元
気

で
沢
山
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

①
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
旅
行
！
い
ろ
い
ろ

な
景
色
を
撮
り
た
い
！

②
見
渡
す
限
り
の
自
然
・
山
々
！
ス
テ

キ
な
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

③
私
は
笑
顔
を
モ
ッ
ト
ー
に
生
活

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ー
メ
ン
が
大
好
き
で
ラ
ー
メ
ン

屋
巡
り
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。お
い

し
い
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
を
教
え
て

く
だ
さ
い
！

①	

ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
。

②	

災
害
の
少
な
い
平
和
な
村
。

③	

生
徒
た
ち
皆
に
喜
ば
れ
、安
心
・
安

全
な
給
食
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

旧
筑
北
小
学
校
よ
り
お
迎
え
し
ま

し
た
。

養
護
教
諭　
　

米 

山　

瑞 

代 

先
生

筑
北
小
学
校
は
旧
坂
井
小
学
校
と

旧
筑
北
小
学
校
の
先
生
方
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。

校　
　

長　
　

久
保
田
雅
樹　

先
生

教　
　

頭　
　

髙
橋　

廣
貴　

先
生

1
年
担
任　
　

中
澤　

真
知　

先
生

2
年
担
任　
　

小
岩
井
直
人　

先
生

3
年
担
任　
　

土
屋　

涼
太　

先
生

4
年
担
任　
　

花
岡　

和
貴　

先
生

5
年
担
任　
　

一
條　
　

学　

先
生

6
年
担
任　
　

阿
部　

孝
一　

先
生

み
ず
な
ら　
　

大
熊　

友
恵　

先
生

そ
よ
か
ぜ　
　

小
出　

恭
嘉　

先
生

そ
よ
か
ぜ　
　

太
田　

喜
博　

先
生

音
楽
専
科　
　

塚
原
ま
ゆ
み　

先
生

統
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

待
井　
　

明　

先
生

養
護
教
員　
　

藤
澤　

瞳
美　

先
生

事　
　

務　
　

中
山　

智
広　

先
生

図
書
館
司
書　

五
十
嵐
千
沙
都
先
生

支
援
員　
　

下
形　

和
美　

先
生

支
援
員　
　

岩
倉
那
津
巳　

先
生

支
援
員　
　

浜
辺　

佑
美　

先
生

日
本
語
指
導　

小
山　

敏
雄　

先
生

相
談
員
・
支
援
員　

梅
田　

玉
得　

先
生

養
護
補
助　
　

山
崎
い
し
江　

先
生

用
務
員　
　

宇
田
恭
之
助　

先
生

栄
養
士　
　

松
下
佐
知
子　

先
生

給　
　

食　
　

若
林　

啓
子　

先
生

給　
　

食　
　

太
田　

幸
子　

先
生

給　
　

食　
　

中
藤　

恵
子　

先
生

給　
　

食　
　

宮
下　

緒
美　

先
生

給　
　

食　
　

関
森
み
つ
子　

先
生

新
任
の
先
生
へ
の
　

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聖
南
中
学
校

筑
北
小
学
校

教　頭

加藤　敦子
先生

給　食

宮澤　みよ
先生

１年副担任　英語

田原　梨香
先生

３組担任
３年副担任　音楽

後藤　霞
先生

１年副担任　社会

岡田　祐貴
先生

39



な
ど
欠
損
個
所
も
あ
り
、
全
体
に
火

災
に
よ
る
損
傷
が
見
ら
れ
ま
す
。
両

手
首
先
に
つ
い
て
は
、
法
量
・
形
状
・

作
風
が
極
め
て
近
く
、
同
一
原
型
と

考
え
ら
れ
る
仏
像
か
ら
善
光
寺
式
阿

弥
陀
と
推
認
さ
れ
ま
す
。

こ
の
仏
像
は
、
も
と
は
、
明
治
の

廃
仏
毀
釈
で
廃
絶
し
た
大
洞
山
大
泉

寺
（
真
言
宗
）
の
本
尊
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
後
に
、
本

城
地
区
八
木
常
会
が
管
理
す
る
八
木

虚
空
蔵
堂
に
お
い
て
、
長
く
地
域
の

守
り
仏
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

村
の
中
に
は
素
晴
ら
し
い
史
跡
や

景
勝
地
な
ど
、
筑
北
人
誰
も
が
知
っ

て
い
る
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
ね
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、個
人
的
に「
こ

の
場
所
っ
て
い
い
よ
ね
」
と
い
う
村

の
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

初
回
は
、
本
城
地
域
立
川
地
区
に

あ
る
ア
ル
プ
ス
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。

県
道
2
7
7
号
か
ら
林
道
ム
ジ
ナ
ヤ

線
を
80
ｍ
位
上
が
る
と
、
左
手
に
見

え
ま
す
。
手
前
に
は
、
村
の
天
然
記

念
物
の
大
欅
や
御
嶽
神
社
が
あ
り
、

散
歩
コ
ー
ス
に
ぴ
っ
た
り
で
す
よ
。

村
指
定
有
形
文
化
財
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、本
年
3
月
16
日
、県
宝
（
美

術
品
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
号
の
表
紙
を
飾
ら
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

像
高
四
六
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

ほ
ぼ
全
容
を
前
後
の
合
わ
せ
型
に

よ
る
一
鋳
で
鋳
造
さ
れ
た
鉄
づ
く
り

で
す
。
体
面
背
部
に
「
為
入
一
切
衆

生
骨
建
治
元
年
」
と
銘
記
さ
れ
て
お

り
製
造
年
が
特
定
で
き
ま
す
（
建
治

元
年
は
一
二
七
五
年
、
四
月
二
十
五

日
改
元
）。

こ
の
銘
記
は
、
一
切
衆
生
の
骨
を

入
れ
る
た
め
と
の
願
意
と
読
み
取
れ
、

専
門
家
は
骨
臓
器
と
し
て
の
造
像
で

あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

願
意
を
明
示
す
る
こ
と
は
珍
し
い
も

の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
背
部
襟
下

の
方
形
穴
は
骨
片
納
入
穴
と
み
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
別
鋳
の
両
手
首
先
の
亡
失

一
口
メ
モ

◎
さ
て
、
そ
の
ほ
か
の
筑
北
村
の
文

化
財
も
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

（
国
重
要
文
化
財
）

・
木
造
大
日
如
来
坐
像

・
金
銅
十
一
面
観
音
釈
迦
聖
観
音
像

御
正
体

（
県
宝
）

・
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

・
木
造
男
神
立
像

・
安
坂
将
軍
塚
第
一
号
古
墳
出
土
品

（
県
指
定
無
形
文
化
財
）

・
刈
谷
沢
神
明
宮
作
始
め
神
事

（
県
指
定
史
跡
）

・
青
柳
氏
城
館
跡

　

ほ
か
に
も
村
指
定
の
文
化
財
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
調
べ

て
み
る
の
も
如
何
で
し
ょ
う
か
。

コ
ラ
ム

「
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
」

日
本
に
生
き
て
い
る
私
た
ち

は
、
水
が
出
る
事
が
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、
災
害
が
起
き
る
と
当
た
り

前
で
は
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
普
段
の
生
活
で
1
日
あ
た
り

に
使
う
水
の
量
は
、
1
人
あ
た
り

約
2
4
0
リ
ッ
ト
ル
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

記
憶
が
遠
く
な
り
つ
つ
あ
る

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
て
す

ぐ
の
1
週
間
、
1
人
あ
た
り
に
与

え
ら
れ
た
水
の
量
は
た
っ
た
の
16

リ
ッ
ト
ル
で
し
た
。震
災
か
ら
2
週

間
た
っ
て
も
そ
の
量
は
23
リ
ッ
ト

ル
程
度
と
、
普
段
の
生
活
で
使
う

水
の
量
と
比
べ
る
と
そ
の
差
は
歴

然
で
す
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
さ
れ
た
方

の
多
く
は
、「
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水

が
出
る
」と
い
う
普
段
の
暮
ら
し
が

い
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
を
、身
を

も
っ
て
知
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

水
と
言
え
ば
、
昨
年
の
水
害
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
祭
り
大
好
き
男

♯
筑
北
村
の
い
い
と
こ
ろ
♯

～
私
の
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
～

神々しい蓮華岳、そ
して山々が重なり合
い織りなすグラデー
ションが美しいです！
私のお気に入りスポ
ットへ深呼吸しに来
てみてね。

山奥なので

クマに注意してね
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筑
北
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
の
基
本
目
標
の
ひ
と
つ
「
美

し
い
山
々
に
囲
ま
れ
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
循
環
す
る
村
づ
く
り
」
の
実

現
の
た
め
、
林
業
就
業
増
、
伐
採
木

の
素
材
づ
く
り
、
森
林
整
備
を
目
的

と
し
て
、
村
と
特
定
営
利
活
動
法
人

わ
っ
こ
の
谷
山
福
農
林
舎
が
協
力
し

て
進
め
て
い
る
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
西
条
温
泉
と
く
ら
に
薪
ボ
イ

ラ
ー
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

1
月
よ
り
試
運
転
を
し
て
お
り
、

3
月
中
旬
か
ら
本
格
稼
働
し
て
い
ま

す
。
従
来
の
重
油
使
用
量
の
65
％
を

薪
で
代
替
す
る
見
込
み
で
、
今
後
は

農
業
施
設
や
家
庭
で
の
薪
ス
ト
ー
ブ

な
ど
村
内
で
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

及
に
取
り
組
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
を
上
げ
た
い
考
え
で
す
。

地
球
温
暖
化
が
問
題
視
さ
れ
て
い

る
現
在
、
C
O

2

吸
収
源
と
し
て
の

森
林
整
備
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

へ
の
世
間
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る

な
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
域
資
源
で

ま
か
な
え
、
村
の
雇
用
が
生
ま
れ
る

こ
の
し
く
み
に
今
後
も
注
目
し
て
い

き
た
い
で
す
。

▲遠隔監視システム
で薪の追加のタイ
ミングを知らせる

木の駅で、伐採木を購入す
る取り組みも行われている。
（軽トラ１杯4500円）
薪ボイラーや木の駅に関
するお問い合わせは、山福
農林舎代表和栗さん66-
3035まで。

▲▶ドイツ製の薪ボイラーと
貯湯タンク
着火約15分で完全燃焼し、その後
は臭いがほとんどしないという

Q年間どのくらい
の薪を使うの？
A195t／年
灯油約45000ℓ
削減！松枯れ対策
にも。

Q就業者数はどの
くらい？
A現在19名。本格
稼働の2020年
度からは24名。

館
報
第
87
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
世
界
的
に
流
行
を
し
て

お
り
、
今
号
で
お
届
け
し
た
入
園
式
入
学

式
は
、
マ
ス
ク
着
用
、
新
入
生
と
保
護
者

の
方
の
み
の
式
と
例
年
と
は
異
な
る
も
の

で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
お
子
様
た
ち
の
晴
れ
や
か

な
笑
顔
、
元
気
な
声
は
い
つ
も
と
変
わ
ら

ず
、
こ
れ
か
ら
の
希
望
に
満
ち
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
村
内
に
咲
き
乱
れ
る
花
々
も
い

つ
も
と
変
わ
ら
ず
春
を
謳
歌
し
、
新
し
い

始
ま
り
を
祝
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
公
衆
衛
生
大
学
院
の
研
究
チ
ー
ム

が
「
重
症
者
へ
の
対
応
能
力
が
大
幅
に
強

化
さ
れ
た
り
ワ
ク
チ
ン
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
人
と
一
定
距
離
を

置
く
措
置
は
2
0
2
2
年
ま
で
必
要
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

世
の
中
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
生

き
方
を
試
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の

は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
何
に
目
を
向
け

て
、
ど
の
よ
う
に
生
き
ま
す
か
。
本
当
に

守
り
た
い
も
の
、
本
当
に
大
切
に
し
た
い

も
の
は
何
で
す
か
。

ど
う
か
平
安
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
の
ら
や
）

館
報
編
集
後
記
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　暖かい春の日差し
の中、みんな元気に遊
んでいます。
　筑北村の豊かな自
然や、温かい地域の皆
さん、沢山の友達と一
緒に、のびのびと遊び
成長していってほしい
と願っています。

２歳児・つくし組

２園給食統括
堀内みつ枝

以上児主任
滝澤美香

未満児主任
柳澤和子

以上

以上
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子育て支援センターでは、地域子育て
支援拠点としての役割や子育て世代包括
支援センターとしての役割を持ち、妊娠
期から子育て期にわたる切れ目のない支
援を行うため、活動しています。
妊産婦・乳幼児・その家族の実情等を
把握しながら、必要な情
報やサービスの提供、相
談支援などを行い、気軽
に利用していただける施
設にしていきたいと思い
ますので、よろしくお願
いいたします。

子育て支援センター　ってどんなところ?
0〜6歳までの親子が利用でき、親子で楽しく
遊んだり親同士の情報交換が出来たりする場所で
す。広い庭やプレイルームでは、砂場やブランコ、
滑り台、色々なおもちゃなどで遊べます。体操や
ふれあい遊び、読み聞かせ、季節に合わせた遊び
もたくさん計画しています。保健師や助産師、保
育士がいますので、子育てで気になる事、心配な
事がありましたらいつでも声をかけてください。

※詳しくは「おひさま・すこやかカレンダー」をご確認ください。
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のためやむを得ず開催の中止・延期を行う事があります。

あそびに
来る方へ

＜センターへの持ち物＞
飲み物（水かお茶）、おむつ、おしり拭き、おむつ替え用タオル、
お手ふき、ティッシュ、ごみ袋など各自必要な物

☎　２２－６６－２９７５

子育て支援センターだより

６月から７月の行事予定

6月
日 に ち 内　　容

1日（月）英語であそぼう

10日（水）どんぐりくらぶ

15日（月）ベビーマッサージ

17日（水）避難訓練

30日（火）キッズビクス

7 月
日 に ち 内　　容

3日（金）救急法

8日（水）どんぐりくらぶ

13日（月）英語であそぼう

20日（月）ベビーマッサージ

22日（水）誕生会（4・5・6・7・8月）

センター長
堀内 克美

横山 弥生　　荒田 明日香　　吉池 公子

山本 敏子　　久保村 清美
丸山 夏美　　林 ひろみ　　花村 百合子

児童館のスタッフです。よろしくお願いします。
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筑 北 村 図 書 館 だ よ り
筑北小学校・坂井小学校・聖南中学校からの寄贈本

　図書館からのお知らせ

小学校統合 ･中学校での除籍で集まった古本は、いったん筑北村図書館に集められ、それ
ぞれリサイクルのシールを貼ったのち、村の文化祭に出されます。中には筑北村図書館の蔵
書として新たに受け入れられる本も沢山あります。今後、借りた本の中に小学校や中学校の
蔵書印が押してある本を見かけるかも知れませんね。

筑北村図書館　問い合わせ　℡ :0263-66-1115

◇蔵書点検･システム更新完了しました！
いつもより長い休館期間、ご協力ありがとうございました。システム更
新により、利用者用の検索機も新しくなり、タッチパネル式になりました。
ぜひ、利用してください。また、蔵書点検により不明本25冊が見つかりま
した。館内に一覧を貼り出してありますので、ご確認をお願いします。

◇七夕人形作り中止のお知らせ
6月20日に予定しておりました七夕人形作り講座は、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、中止いたします。皆さんのご理解ご協力をお願いいたします。

◇セカンドブック（平成29年4月2日～平成30年4月1日生まれ）
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、7月18日（土）に予定していました絵本の贈
呈式は中止とさせていただきます。尚、対象となるお子さんのいるご家庭には、6月中旬
に案内の通知をお送りします。その中に、申込ハガキを同封しますので、ご希望の絵本を
選んで投函してください。申し込みいただいた方には7月18日頃に郵送いたします。
変更によりご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いいたします。
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筑 北 村 図 書 館 だ よ り
本屋大賞 2020「流浪の月」凪良ゆう

新しい雑誌＆新 ･ 郷土資料コーナー紹介！

全国の書店員が“今いちばん売りたい本”を決める『2020年本屋大賞』これまでは書店員・
出版関係者などを呼んで発表を行う形式でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
発表当日は事前に収録した映像で報告。受賞者の凪良ゆうさんもビデオメッセージを寄せる
形となりました。

新しく｢ねこ｣という雑誌を入れました。そして、これまでご愛読いただいた「BRUTUS」
は受入れを中止しましたので、ご了承ください。また、より多く資料を収集できるように、郷
土資料の場所を移動しました。

『ねこ』年４回発行
ネコを飼っている

人も飼っていない人も、
この雑誌を読んで癒さ
れてみては？実用的な
ネコの情報雑誌です。

これまで全集を配架していた箇
所に郷土資料を置き、全集は筑北
小学校からいただいた書架を利用
して会議室へ置きました。本城村
･坂北村 ･坂井村 ･麻績村の村誌
等も小学校からの白い書架に収め
ました。変更で不明な点はカウン
ターへお声がけください！

【内容紹介】
愛ではない。けれどそばにいたい -。再会すべきで
はなかったかもしれない男女がもう一度出会ったと
き、運命は周囲の人を巻き込みながら疾走を始める。
新しい人間関係への旅立ちを描いた長編小説。
【著者紹介】
凪良ゆう（なぎら・ゆう）
滋賀県生まれ。「恋するエゴイスト」でデビユー。
これまでにＢＬ書籍で活躍。代表作「神さまのビオ
トープ」「真夜中クロニクル」など。

図書館に
受入予定です！
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［印刷］川越印刷株式会社

※環境保全に対応し
た紙と、環境に優し
い植物性油インク
を使用しています。

48


